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次
期
診
療
報
酬

の
改
定
率
が
本
体

＋
３
・
０９
％
、
薬

価
等
マ
イ
ナ
ス

０
・
８７
％
で
全
体

改
定
率
は
２
・
２２

％
と
な
っ
た
。
そ

の
内
１
・
７
％
は
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
に
よ
る
賃
上
げ
分

で
、
物
価
対
応
分
（
０
・
７６
％
）

は
病
院
５

：

医
科
１

：

歯
科

０
・
２
と
メ
リ
ハ
リ
が
付
け
ら

れ
、
経
営
悪
化
緊
急
対
応
分

（
０
・
４４
％
）
は
ほ
と
ん
ど
病

院
へ
、適
正
化
分
マ
イ
ナ
ス
０
・

１５
％
が
あ
り
、
残
る
通
常
改
定

分
は
０
・
２５
％
に
過
ぎ
な
い
▼

協
会
・
保
団
連
は
院
長
署
名
な

ど
を
通
し
て
１０
％
以
上
の
引
上

げ
を
求
め
て
き
た
が
、
財
務
省

は
医
療
法
人
の
調
査
結
果
か
ら

医
科
診
療
所
の
経
常
利
益
率
の

平
均
値
は
６
・
４
％
と
高
く
、

病
院
と
診
療
所
は
メ
リ
ハ
リ
を

付
け
る
べ
き
と
し
て
き
た
。
し

か
し
同
調
査
結
果
か
ら
も
医
科

診
療
所
の
経
常
利
益
率
の
最
頻

値
は
０
・
０
～
１
・
０
％
と
厳

し
く
、
医
科
４
割
、
歯
科
３
割

が
赤
字
で
あ
り
、
保
団
連
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
の
調
査
で
も
２
０
２

４
年
度
は
前
年
比
で
内
科
は
５

１
２
万
円
減
益
（
マ
イ
ナ
ス

２０
・
５
％
）
な
ど
厳
し
い
経
営

実
態
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
▼

私
は
省
庁
交
渉
で
も
こ
の
こ
と

を
伝
え
、
街
の
小
さ
な
診
療
所

が
な
く
な
れ
ば
地
域
医
療
は
成

り
立
た
な
く
な
る
、
病
院
だ
け

残
せ
ば
い
い
と
い
う
問
題
で
は

な
い
と
訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し

厚
労
省
は
デ
ー
タ
の
最
頻
値
を

見
て
い
る
と
し
た
が
、
財
務
省

は
最
後
ま
で
マ
イ
ナ
ス
改
定
を

求
め
て
い
た
▼
個
人
診
療
所
を

救
う
た
め
に
は
条
件
な
し
の
基

本
診
療
料
の
大
幅
引
き
上
げ
が

必
要
で
あ
る
。
今
後
の
期
中
改

定
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
Ｆ
）

田中麻衣子
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中
医
協
は
２
月
１３
日
、
今
次
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
厚
労
大
臣
へ
答
申
。
告
示
案

が
出
さ
れ
、
本
年
６
月
１
日
施
行
の
改
定
概
要
と
具
体
的
点
数
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

２
０
２
４
年
度
か
ら
の
物
価
高
騰
の
対
応
と
し
て
初
・
再
診
料
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
医
科
は
初
診
料
２
９
１
点
で
据
え
置
き
、
再
診
料
は
７６

点
で
１
点
の
引
き
上
げ
。
歯
科
は
初
診
料
２
７
２
点
、再
診
料
５９
点
で
そ
れ
ぞ
れ
５
点
、

１
点
の
引
き
上
げ
と
な
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
医
科
歯
科
と
も
に
２６
年
度
及
び
２７
年
度
の
物
価
高
騰
へ
の
対
応
と
し

て
「
物
価
対
応
料
」
が
新
設
。
前
回
新
設
の
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算
と
医
療

情
報
取
得
加
算
が
再
編
さ
れ
、「
電
子
的
診
療
情
報
連
携
体
制
整
備
加
算
」
が
新
設
さ

れ
る
。
賃
上
げ
対
応
の
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」
も
再
編
さ
れ
る
。

　

前
述
の
通
り
、
医
科
で
は
初

診
料
は
据
え
置
き
、
再
診
料
は

１
点
と
僅
か
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
。
小
児
科
外
来
診
療
料
、
地

域
包
括
診
療
料
、
外
来
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
診
療
料
等
の
再

診
料
を
包
括
す
る
医
学
管
理
の

点
数
に
つ
い
て
も
１
点
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

　

再
診
料
の
時
間
外
対
応
加
算

は
名
称
が
「
時
間
外
対
応
体
制

加
算
」
に
改
め
ら
れ
、
点
数
が

及
び
初
・
再
診
料
の
「
医
療
情

報
取
得
加
算
」
（
１
点
）
が
廃

止
さ
れ
、「
電
子
的
診
療
情
報

連
携
体
制
整
備
加
算
」
（
初
診

料
算
定
時
は
１

：

１５
点
、
２

：

９
点
、
３

：

４
点
、
再
診
料

算
定
時
及
び
外
来
診
療
料
は
２

点
）が
新
設
さ
れ
る（
要
届
出
）。

電
子
処
方
箋
の
発
行
体
制
の
有

無
や
電
磁
的
な
診
療
情
報
の
共

有
・
活
用
の
体
制
の
有
無
で
届

出
点
数
が
変
わ
る
。
現
行
の
医

療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算
で

は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
の

多
寡
で
算
定
点
数
が
変
わ
っ
て

い
た
が
、
新
設
の
加
算
で
は
そ

の
取
扱
い
は
な
い
。
月
１
回
算

定
可
能
な
点
数
だ
が
、
明
細
書

発
行
体
制
等
加
算
と
の
併
算
定

は
不
可
で
、
初
診
料
の
電
子
的

診
療
情
報
連
携
体
制
整
備
加
算

と
再
診
料
の
明
細
書
発
行
体
制

等
加
算
の
同
月
併
算
定
も
不
可

と
見
ら
れ
る
。

　

入
院
に
お
い
て
も
同
一
名
称

の
入
院
基
本
料
等
加
算
が
新
設

さ
れ
る
。
入
院
初
日
に
算
定
可

能
で
、
電
子
処
方
箋
の
発
行
体

制
等
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い

が
、
非
常
時
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
施
設
基
準
と
な
っ
て
い

る
。ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
は
引
き
上
げ
、

評
価
料
（
Ⅱ
）
は

２４
段
階
に

　

外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
（
以
下
、「
評
価
料
」）

は
対
象
職
員
が
拡
大
さ
れ
、
専

ら
事
務
を
担
当
す
る
職
員
な
ど

も
対
象
と
な
り
、
評
価
料（
Ⅰ
）、

（
Ⅱ
）
と
も
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
。
（
Ⅰ
）
は
初
診
時
１７
点
（
＋

１１
点
）
、
再
診
時
４
点
（
＋
２

点
）、
訪
問
診
療
時
は
同
一
建

物
居
住
者
以
外
の
場
合
は
７９
点

（
＋
５１
点
）、
同
一
建
物
居
住
者

の
場
合
は
１９
点
（
＋
１２
点
）
と
、

２
～
５１
点
の
引
き
上
げ
。「
継

続
し
て
賃
上
げ
に
係
る
取
組
を

実
施
し
た
保
険
医
療
機
関
」
に

つ
い
て
は
上
記
に
代
え
て
初
診

時
２３
点
、
再
診
時
６
点
、
訪
問

診
療
時
の
同
一
建
物
居
住
者
以

外
の
場
合
は
１
０
７
点
、
同
一

建
物
居
住
者
の
場
合
は
２６
点
を

算
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

評
価
料
（
Ⅱ
）
に
つ
い
て
は

既
存
の
評
価
料
（
Ⅱ
）
１
～
８

は
据
え
置
き
、
評
価
料
（
Ⅱ
）

９
～
２４
が
新
設
さ
れ
２４
段
階
へ

細
分
化
さ
れ
る
。
同
様
に
入
院

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
も
１
６

６
～
５
０
０
が
新
設
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
も
継
続
的
に
賃
上
げ
を

行
う
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、

通
常
よ
り
高
い
点
数
が
設
定
さ

れ
る
。

　

「
継
続
的
に
賃
上
げ
を
行
う

医
療
機
関
」
の
定
義
は
現
時
点

で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
こ
の
間
の
中
医
協
で
は

「
２６
年
度
改
定
以
前
か
ら
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
届
け
出
て

い
る
医
療
機
関
」
と
議
論
さ
れ

て
お
り
、
詳
細
は
通
知
を
待
つ

こ
と
と
な
る
。

生
習（
Ⅱ
）、
特
定
薬

剤
治
療
管
理
料
等

が
別
途
算
定
可
能
に

　

生
活
習
慣
病
管
理
料（
以
下
、

「
生
習
」）
（
Ⅰ
）
（
Ⅱ
）
は
、
本

体
点
数
は
据
え
置
き
。
生
習

（
Ⅱ
）
は
こ
れ
ま
で
包
括
さ
れ

て
い
た
特
定
薬
剤
治
療
管
理

料
、
悪
性
腫
瘍
特
異
物
質
治
療

管
理
料
、
傷
病
手
当
金
意
見
書

交
付
料
、
療
養
費
同
意
書
交
付

料
な
ど
２１
の
管
理
料
等〈
左
枠
〉

が
別
途
算
定
可
能
と
な
る
。

　

ま
た
、
生
習
（
Ⅰ
）
（
Ⅱ
）

と
も
に
糖
尿
病
が
主
病
の
患
者

で
あ
っ
て
も
、
厚
労
大
臣
が
定

め
る
薬
剤
（
＝
イ
ン
ス
リ
ン
製

剤
や
Ｇ
Ｌ
Ｐ
‐
１
製
剤
な
ど
の

糖
尿
病
治
療
薬
）
以
外
の
自
己

注
射
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
在

宅
自
己
注
射
指
導
管
理
料
が
算

定
可
能
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
糖
尿
病
が
主
病
の

患
者
に
対
し
、
①
糖
尿
病
合
併

症
の
予
防
・
診
断
・
治
療
目
的

に
眼
科
の
医
療
機
関
受
診
に
あ

た
り
、
必
要
な
連
携
を
行
っ
た

場
合
に
は
「
眼
科
医
療
機
関
連

携
強
化
加
算
」
６０
点
、
②
歯
周

病
の
予
防
・
診
断
・
治
療
を
目

的
と
し
た
歯
科
医
療
機
関
を
受

診
す
る
に
あ
た
り
、
必
要
な
連

携
を
行
っ
た
場
合
は
「
歯
科
医

療
機
関
連
携
強
化
加
算
」
６０
点

―
が
そ
れ
ぞ
れ
新
設
さ
れ
る
。

①
②
と
も
に
患
者
１
人
に
つ
き

年
１
回
算
定
可
能
だ
。

　

改
善
も
あ
る
一
方
で
、
外
来

デ
ー
タ
提
出
加
算
（
５０
点
）は
提

出
デ
ー
タ
が
簡
素
化
さ
れ
、
充

実
管
理
加
算
（
１

：

３０
点
、

２

：

２０
点
、３

：

１０
点
）
と

な

り
実
質
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

地
域
包
括
診
療
加

算（
料
）、認
知
症
地

域
包
括
診
療
加
算

（
料
）が
一
本
化
、

外
来
デ
ー
タ
提
出

加
算
は
１０
点

　

地
域
包
括
診
療
加
算
（
料
）

と
認
知
症
地
域
包
括
診
療
加
算

（
料
）
は
地
域
包
括
診
療
加
算

（
料
）
に
一
本
化
さ
れ
る
。
既

報
の
通
り
（
２
月
５
日
号
）
外

来
デ
ー
タ
提
出
加
算
が
新
設
さ

れ
る
が
、
現
行
の
生
習
の
同
名

称
の
加
算
５０
点
（
２６
年
改
定
で

充
実
管
理
加
算
に
再
編
さ
れ
引

き
下
げ
）
と
は
異
な
り
、
１０
点

と
な
る
。
提
出
が
必
要
と
な
る

デ
ー
タ
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、

現
行
の
在
宅
デ
ー
タ
提
出
加
算

（
５０
点
）
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
デ
ー
タ
提
出
加
算
（
５０
点
）

が
据
え
置
き
で
あ
る
点
を
踏
ま

え
る
と
、
こ
れ
ら
に
比
べ
提
出

デ
ー
タ
が
簡
素
化
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。

処
方
箋
料
本
体
は

据
え
置
き
、

一
般
名
処
方
加
算

が
引
き
下
げ

　

処
方
箋
料
の
本
体
点
数
に
変

更
は
な
い
が
、
一
般
名
処
方
加

算
は
１
が
８
点
（
▲
２
点
）、

２
が
６
点
（
▲
２
点
）
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
。
外
来
後
発
医
薬

品
使
用
体
制
加
算
は
「
地
域
支

援
・
外
来
医
薬
品
供
給
対
応
体

制
加
算
」
に
名
称
が
変
更
さ
れ

る
。
点
数
は
据
え
置
き
で
、
施

設
基
準
の
後
発
品
採
用
に
係
る

カ
ッ
ト
オ
フ
値
が
廃
止
さ
れ
、

「
地
域
に
お
け
る
医
薬
品
の
安

定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
必

要
な
体
制
」
が
追
加
さ
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
厳
格
な
温
度
管

理
を
要
す
る
医
薬
品
及
び
在
庫

調
整
を
目
的
と
し
た
医
薬
品
等

に
つ
い
て
、
卸
売
販
売
業
者
へ

の
返
品
を
慎
む
こ
と
等
が
求
め

ら
れ
る
。

在
宅
緩
和
ケ
ア
充
実

診
療
所
・
病
院
加
算

が
再
編

点
数
が
約
２
倍
に

　

既
報
の
通
り
、
連
携
型
の
強

化
型
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
で

は
、
自
院
に
お
い
て
往
診
対
応

が
可
能
な
時
間
の
確
保
の
有
無

に
よ
る
細
分
化
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所

の
施
設
基
準
に
業
務
継
続
計
画

の
作
成
が
盛
り
込
ま
れ
、
第
三

者
（
株
式
会
社
等
）
利
用
に
よ

る
往
診
体
制
の
確
保
に
係
る
要

件
が
明
確
化
さ
れ
る
。
第
三
者

利
用
に
よ
る
往
診
体
制
の
確
保

に
係
る
要
件
が
満
た
せ
な
い
場

合
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
に

該
当
し
な
く
な
る
た
め
、
在
宅

時
医
学
総
合
管
理
料
及
び
施
設

入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料

（
以
下
、「
在
医
総
管
等
」）は「
そ

の
他
の
場
合
」
を
算
定
す
る
こ

と
と
な
る
。

　

往
診
料
、
訪
問
診
療
料
（
Ⅰ
）

（
Ⅱ
）、
在
医
総
管
等
、
在
宅
が

ん
医
療
総
合
診
療
料
の
「
在
宅

緩
和
ケ
ア
充
実
診
療
所
・
病
院

加
算
」
は
「
在
宅
医
療
充
実
体

制
加
算
」に
名
称
が
変
更
さ
れ
、

点
数
が
約
２
倍
に
な
る
。
地
域

の
重
症
な
在
宅
患
者
に
対
し
、

質
の
高
い
診
療
を
行
う
体
制
と

実
績
が
求
め
ら
れ
る
。
詳
細
な

施
設
基
準
は
現
時
点
で
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看

護
・
指
導
料
に
お
い
て
は
複
数

名
訪
問
看
護
・
指
導
加
算
及
び

難
病
等
複
数
回
訪
問
看
護
・
指

導
加
算
が
再
編
さ
れ
る
。

（
３
面
に
続
く
）

物
価
対
応
料
は
初
再
診
時
２
点

届
出
不
要
で
算
定
可

【医科】 診
療
所
に
厳
し
い
診
療
報
酬
改
定
答
申

初
診
料
、
医
科
は
据
え
置
き  

歯
科
は
微
増

（1）特定薬剤治療管理料

（2）悪性腫瘍特異物質治療管理料

（3）高度難聴指導管理料

（4）喘息治療管理料

（5）がん患者指導管理料

（6） 植込型輸液ポンプ持続注入療
法指導管理料

（7）乳腺炎重症化予防ケア・指導料

（8）二次性骨折予防継続管理料

（9）下肢創傷処置管理料

（10）地域連携夜間 ・ 休日診療料

（11）救急外来医学管理料

（12）外来放射線照射診療料

（13）外来腫瘍化学療法診療料

（14）がん治療連携計画策定料

（15）がん治療連携指導料

（16）認知症専門診断管理料

（17）認知症サポート指導料

（18）肝炎インターフェロン治療計画料

（19）救急救命管理料

（20）傷病手当金意見書交付料

（21）療養費同意書交付料

 新たに生習（Ⅱ）と併算定可能
になる医学管理料等

そ
れ
ぞ
れ
１
～
２
点
ず
つ
引
き

上
げ
ら
れ
る
。
支
払
い
側
か
ら

廃
止
を
要
求
さ
れ
て
い
た
外
来

管
理
加
算
５２
点
に
変
更
は
な
か

っ
た
。

２６
年
度
及
び
２７
年
度
に
お
け

る
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
観
点

か
ら
「
物
価
対
応
料
」
が
新
設

さ
れ
る
。
外
来
で
は
「
外
来
・

在
宅
物
価
対
応
料
」
と
し
て
初
・

再
診
時
等
に
２
点
、
訪
問
診
療

時
に
３
点
が
算
定
で
き
る
。
入

院
で
は
「
入
院
物
価
対
応
料
」

と
し
て
入
院
基
本
料
・
特
定
入

院
料
・
短
期
滞
在
手
術
等
基
本

料
ご
と
に
設
定
さ
れ
た
物
価
対

応
料
が
算
定
可
能
と
な
る
。
い

ず
れ
も
届
出
は
不
要
。
こ
れ
ら

の
点
数
は
２７
年
６
月
に
は
２
倍

に
な
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。医

療
Ｄ
Ｘ
関
連
の

加
算
が
再
編

　

初
診
料
の
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進

体
制
整
備
加
算
」
（
８
～
１２
点
）
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中
医
協
は
１
月
２３
日
の
総

会
で
今
次
診
療
報
酬
改
定
に

お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
た
個

別
改
定
項
目
（
短
冊
）
を
提

示
し
た
。

　

短
冊
の
冒
頭
で
は
、
昨
今

の
物
価
高
騰
に
よ
る
医
療
機

関
等
の
物
件
費
負
担
を
踏
ま

え
て
の
初
・
再
診
料
の
引
き

上
げ
を
記
述
し
て
い
る
。
初
・

再
診
料
等
の
基
本
診
療
料

は
、
保
険
医
療
機
関
の
経
営

を
安
定
さ
せ
る
十
分
な
原
資

と
な
る
だ
け
の
点
数
設
定
が

さ
れ
る
べ
き
だ
。
長
引
く
物

価
高
騰
の
中
で
、
基
本
診
療

料
の
引
き
上
げ
は
協
会
・
保

団
連
と
し
て
強
く
要
望
し
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
改
め
て

「
大
幅
引
き
上
げ
」を
求
め
た
い
。

　

さ
て
、
今
回
示
さ
れ
た
歯

科
改
定
の
特
徴
の
一
つ
は
、

こ
れ
ま
で
の
改
定
で
複
雑
で

分
か
り
づ
ら
か
っ
た
項
目
や

不
合
理
・
不
明
確
だ
っ
た
も

の
が
整
理
・
簡
素
化
さ
れ
る

こ
と
だ
。
特
に
前
回
２
０
２

４
年
度
歯
科
改
定
は
こ
れ
ま

で
に
な
い
ほ
ど
複
雑
な
内
容

で
、
医
療
現
場
が
混
乱
し
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
。
例
え

ば
前
回
は
大
臼
歯
へ
の
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
算
定
要
件

に
装
着
部
位
の
同
側
・
対
側

に
咬
合
支
持
を
有
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た

が
、
算
定
要
件
が
非
常
に
分

か
り
づ
ら
く
、
ま
た
不
明
確

な
部
分
が
あ
り
、
今
で
も
協

会
へ
問
合
せ
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
今
次
改
定
で
は
、
こ

の
咬
合
支
持
要
件
が
全
て
削

除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
２０

年
度
改
定
で
導
入
さ
れ
た
歯

科
疾
患
管
理
料
の
初
診
月
減

算
は
廃
止
さ
れ
、
同
じ
く
２０

年
に
導
入
さ
れ
た
歯
周
病
重

症
化
予
防
治
療
は
歯
周
病
安

定
期
治
療
と
統
合
、
歯
周
病

継
続
支
援
治
療
に
再
編
さ
れ

る
。
不
合
理
要
件
撤
廃
は
評

価
で
き
る
が
、
〝
で
は
こ
れ

ま
で
の
改
定
は
一
体
何
だ
っ

た
の
か
〟
と
思
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

　

今
次
改
定
で
は
「
歯
科
用

貴
金
属
材
料
の
価
格
状
況
や

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
状
況

等
を
踏
ま
え
」
と
し
て
、「
脱

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
（
金

パ
ラ
）
」
の
流
れ
が
加
速
し

て
い
る
の
も
特
徴
だ
。
具
体

的
に
は
、
前
述
の
大
臼
歯
へ

の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
・
同

イ
ン
レ
ー
製
作
の
要
件
緩
和

や
局
部
義
歯
の
ク
ラ
ス
プ
を

原
則
コ
バ
ル
ト
ク
ロ
ム
合
金

や
不
銹
鋼
・
特
殊
鋼
に
限
定
・

光
学
印
象
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
適
用
、
チ
タ
ン
合
金
に

よ
る
ブ
リ
ッ
ジ
が
新
設
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
は
、
こ
の
間
の

金
の
価
格
高
騰
に
よ
り
金
パ

ラ
の
告
示
価
格
と
実
勢
価
格

が
乖
離
す
る
「
原
価
割
れ
」

の
状
態
を
受
け
て
の
も
の
で

あ
る
の
は
明
白
だ
。
し
か
し

臨
床
上
、
金
パ
ラ
を
用
い
た

歯
冠
修
復
物
が
最
も
適
し
て

い
る
事
例
も
少
な
く
な
い
。

代
替
材
料
を
模
索
す
る
こ
と

を
否
定
は
し
な
い
が
、
平
行

し
て
告
示
価
格
と
実
勢
価
格

が
乖
離
し
な
い
シ
ス
テ
ム
を

模
索
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
診
療
報
酬
改

定
で
は
、
実
施
さ
れ
る
た
び

に
不
合
理
が
生
み
出
さ
れ
、

医
療
機
関
が
混
乱
さ
せ
ら
れ

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
今
後
、

告
示
・
通
知
等
で
改
定
内
容

の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
く
が
、
医
療
現
場
で
こ
れ

以
上
の
混
乱
を
引
き
起
こ
さ

な
い
改
定
内
容
と
な
る
こ
と

を
求
め
る
。

今
次
診
療
報
酬
改
定
〈
歯
科
〉

国
は
医
療
現
場
を

混
乱
さ
せ
る
な

無
形
技
術
の
評
価
へ

医
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
起

原
副
理
事
長
が
保
団
連
理
事
に
就
任

保
団
連
定
期
大
会

役
員
選
任
―
な
ど
全
６
議
案
が

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
次

期
役
員
選
任
で
は
、
当
会
の
馬

場
理
事
が
保
団
連
理
事
か
ら
退

タ
ミ
フ
ル
等
の

Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
阻
止
へ

フ
ロ
ア
発
言

　

討
論
で
は
、
全
１
６
２
本
の

発
言
通
告
が
な
さ
れ
た
。
当
会

か
ら
は
「
開
業
医
の
無
形
技
術

に
対
し
て
正
当
な
評
価
を
」
に

つ
い
て
湯
浅
副
理
事
長
が
口
頭

発
言
。
当
会
学
術
部
が
取
り
組

ん
で
き
た
糖
尿
病
の
全
国
調
査

に
基
づ
く
論
文
が
英
文
医
学
誌

に
掲
載
さ
れ
た
旨
を
報
告
し

た
。
論
文
で
は
、
開
業
医
も
専

門
医
同
様
に
最
新
の
治
療
方
法

を
取
り
入
れ
、
適
切
な
糖
尿
病

管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
て
い
る
。
２４
年
度
診
療

報
酬
改
定
で
行
わ
れ
た
「
特
定

疾
患
療
養
管
理
料
」
の
「
生
活

習
慣
病
管
理
料
」
へ
の
再
編
は
、

そ
れ
ら
の
目
に
見
え
な
い
無
形

技
術
へ
の
評
価
と
し
て
は
不
当

で
あ
る
と
し
、
医
療
運
動
の
一

環
と
し
て
医
学
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
訴

え
た
。

　

執
行
部
は
協
会
の
活
動
を
称

任
し
、
新
た
に
原
副
理
事
長
が

就
任
し
た
。
保
団
連
会
長
に
は

竹
田
会
長
が
再
任
。
副
会
長
の

選
任
に
つ
い
て
は
、
歯
科
代
表

の
宇
佐
美
副
会
長
を
引
き
続
き

副
会
長
に
推
薦
す
る
旨
の
動
議

が
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
た
。
大
会
決
議
は
湯
浅
副

理
事
長
が
決
議
案
起
草
委
員
長

と
し
て
提
案
し
、
採
択
さ
れ

た
。

　

保
団
連
は
１
月
２４
・
２５
日
の

両
日
、
第
５２
回
定
期
大
会
を
開

催
。
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
行
っ

た
。
当
日
は
大
会
代
表
１
３
７

名
を
含
む
３
３
２
名
が
出
席

し
、
当
会
か
ら
は
大
会
代
表
６

名
（
田
辺
理
事
長
、
鈴
木
・
湯

浅
・
竹
下
各
副
理
事
長
、
田
所
・

井
上
両
理
事
）
、
保
団
連
役
員

３
名
（
山
本
・
二
村
・
千
葉
各

副
理
事
長
）
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

１
名
（
原
副
理
事
長
）
ら
が
出

席
し
た
。

　

議
事
で
は
▽
大
会
方
針
、
▽

２
０
２
６
年
度
予
算
、
▽
次
期

え
る
と
と
も
に
、
保
団
連
の
研

究
活
動
を
開
業
医
師
・
歯
科
医

師
の
力
量
を
示
し
て
診
療
報
酬

に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
役
割
と

し
て
位
置
付
け
た
い
と
し
た
。

　

そ
の
他
、
▽
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
険
外
併
用
療
養
費
化
の
危

険
性
、
▽
患
者
負
担
増
へ
の
対

抗
策
と
し
て
の
「
窓
口
負
担
ゼ

ロ
」
運
動
の
協
力
要
請
、
▽
「
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
」
の

偽
装
ク
リ
ニ
ッ
ク
化
へ
の
警

鐘
、
▽
保
団
連
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
９
協
会
合
同
「
医
療
機

関
経
営
実
態
調
査
」
結
果
を
受

け
て
の
運
動
、
▽
電
子
カ
ル
テ

義
務
化
の
先
に
あ
る
Ｐ
Ｈ
Ｒ
・

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
警
戒
、
▽
歯
科
個
別
指
導
の

状
況
と
「
懇
切
丁
寧
」
な
指
導

へ
向
け
た
要
請
の
報
告
、
▽
Ｊ

Ｏ
Ｙ
会
発
足
１０
年
の
あ
ゆ
み
―

の
７
本
を
文
書
発
言
し
た
。

　

執
行
部
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

患
者
負
担
増
に
つ
い
て
皆
保
険

制
度
の
破
壊
で
あ
る
と
し
、
選

挙
の
争
点
化
も
含
め
反
対
運
動

を
強
め
た
い
と
し
た
。
ま
た
、

患
者
負
担
増
の
政
策
が
並
び

「
手
取
り
を
増
や
す
」
と
し
て

社
会
保
険
料
を
削
減
し
よ
う
と

す
る
流
れ
の
中
で
、「
窓
口
負

担
」
が
受
難
者
負
担
で
あ
る
こ

と
を
広
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
し
た
。
歯
科
個
別
指
導
の

厚
労
省
へ
の
要
請
に
つ
い
て

は
、
神
奈
川
で
起
き
た
事
例
が

全
国
に
波
及
し
な
い
よ
う
引
き

続
き
厚
労
省
へ
の
要
請
を
強
め

て
い
き
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
厚

生
局
と
の
懇
談
を
通
じ
た
改
善

を
呼
び
掛
け
た
。
そ
の
他
の
文

書
発
言
に
対
し
て
は
、
執
行
部

よ
り
概
ね
の
同
意
と
問
題
解
決

に
向
け
た
運
動
を
行
っ
て
い
く

旨
の
答
弁
が
行
わ
れ
た
。

　

フ
ロ
ア
発
言
で
は
、
湯
浅
副

理
事
長
が
昨
年
か
ら
１
月
上
旬

ま
で
パ
ブ
コ
メ
が
募
集
さ
れ
て

い
た
「
タ
ミ
フ
ル
・
シ
ム
ビ
コ
ー
ト

の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
」
阻
止
へ
の
協
力

を
呼
び
か
け
た
。
竹
下
副
理
事

　地域医療対策部は1月27日、医療法人

恒久会江口歯科医院・院長の江口康久

万氏を講師に迎え、「歯科保健活動を通

して見えてきたインフルエンザ感染と

の関係」をテーマに学習会を協会会議

室とWEB併用で開催。64名が参加した。

　氏は、学校歯科医としての実践を通

じ、昼休みの歯磨き励行や養護教諭との緊密な連携が、む

し歯の減少だけでなくインフルエンザの集団感染抑制にも

寄与した事例を紹介。周辺校で学級閉鎖が相次ぐ中、同校

では5年連続で学級閉鎖が起きなかったという。

　口腔ケアによる感染症予防メカニズムについては、プラ

ーク除去によって、▽上気道粘膜を傷つけるプロテアーゼ

（タンパク分解酵素）の減少、▽IgA（免疫グロブリンA）

がウイルスに対して本来の免疫力を発揮できる環境を整え

る―という2つの作用が発症や重症化を抑制するとの見解

を示した。

　最後に氏は、口腔ケアが感染症対策に有効であることを

広く周知し、学校等での歯磨き

習慣がさらに広がることに期待

を寄せた。

地域医療学習会地域医療学習会

口腔ケアによる口腔ケアによる
インフルエンザ予防のメカニズムインフルエンザ予防のメカニズム

講師の江口氏

　医療情報部は1月29日、講師にオン

ライン資格確認義務不存在確認等請

求訴訟の原告団事務局長である佐藤

一樹氏を招き、「医療DXの義務的推進

の問題とオン資義務不存在訴訟の重

要性」をテーマに医療情報講演会を

協会会議室とWEB併用で開催。28名が

参加した。

　氏は、医療機関へのオンライン資格確認義務化につい

て国が法律の委任がないまま省令で義務を課したことや、

医療情報の漏洩リスクを軽視している点を強く批判。裁

判所がわずか12ページで原告の主張を退けた背景につい

ては、原告の主張を正面から検討せず、国側の主張を追

認する行政のエリートである裁判官の姿勢が影響してい

るのでは―とした。

　また、この義務化が医療機関の廃業の一因となってい

る実態や、マイナ保険証の利用率が低迷している現状に

ついても言及。進行中の控訴審では、憲法学者らの意見

書を提出することで、医療情報の利活

用を狙う国の強硬な姿勢に対し、司法

の場での逆転勝訴を目指すとした。

医療情報講演会医療情報講演会

オン資義務化等DX推進で廃業増加を懸念オン資義務化等DX推進で廃業増加を懸念

一審不当判決の内容を詳説一審不当判決の内容を詳説

活動報告活動報告quick reports

講師の佐藤氏

湯浅副理事長（左）、竹下副理事長（右）

当日の様子

相談無料

　治療費や保険証のことでお困
りの患者さんがおられましたら、
お気軽にご連絡ください。 医療
ソーシャルワーカーが相談に応じ
ます。 事前予約も承ります。
　地域医療対策部へご連絡くだ
さい（℡045-313-2111）。
※通話料がかかります。

使える制度があるか使える制度があるか
聞いてみよう！聞いてみよう！

1414時～時～1717時時

33
1818（水）（水）

医療費相談室医療費相談室
℡℡045-313-2225045-313-2225

長
は
歯
科
の
指
導
要
請
に
つ
い

て
、
厚
労
省
か
ら
は
直
接
厚
生

局
・
神
奈
川
事
務
所
に
連
絡
す

る
よ
う
求
め
ら
れ
、
神
奈
川
事

務
所
か
ら
「
該
当
指
導
医
療
官

に
伝
え
る
」
と
の
返
答
が
あ
っ

た
こ
と
を
補
足
。
し
か
し
立
会

人
に
つ
い
て
は
「
直
接
申
し
入

れ
る
こ
と
が
難
し
い
」
と
の
曖

昧
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
。

次
回
は
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【歯科】

物
件
費
高
騰
対
策
で
初
・
再
診
料
が
微
増
及
び

歯
科
外
来
物
価
対
応
料
の
新
設

　

前
回
２
０
２
４
年
歯
科
診
療

報
酬
改
定
内
容
は
異
例
の
複
雑

改
定
で
あ
り
、
あ
ま
り
に
も
現

場
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
不
合
理

な
項
目
が
多
か
っ
た
。
今
次
改

定
で
は
、
こ
う
し
た
項
目
に
つ

い
て
現
場
実
態
に
合
わ
せ
て
一

定
整
理
・
簡
素
化
さ
れ
る
こ
と

が
大
き
な
特
徴
だ
。
ま
た
、
歯

科
で
は
初
・
再
診
料
が
僅
か
だ

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

　

「
物
価
高
騰
に
よ
る
医
療
機

関
の
物
件
費
負
担
増
」
を
踏
ま

え
、
初
診
料
が
５
点
引
き
上
げ

ら
れ
２
７
２
点
と
な
り
、
再
診

料
が
１
点
引
き
上
げ
ら
れ
て
５９

点
と
な
る（
表
１
）
。
今
回
も
初
・

再
診
料
に
お
け
る
院
内
感
染
防

止
対
策
等
の
施
設
基
準
の
変
更

は
無
い
模
様
だ
。

　

ま
た
、
物
価
高
騰
に
対
応
し

た
歯
科
外
来
物
価
対
応
料
（
初

診
時
３
点
・
再
診
時
１
点
）
が

新
設
さ
れ
る
。
同
点
数
に
つ
い

て
は
来
年
（
２７
年
）
６
月
か
ら

は
初
診
時
６
点
・
再
診
時
２
点

で
い
ず
れ
も
２
倍
に
相
当
す
る

点
数
と
な
る（
表
２
）
。
た
だ
し
、

訪
問
診
療
時
に
は
算
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
な
お
、
外
来

物
価
対
応
料
は
医
科
に
も
新
設

さ
れ
て
い
る
が
、
医
科
で
は
「
訪

問
診
療
時
」
の
点
数
も
設
定
さ

れ
て
い
る
（
※
医
科
で
は
初
診

料
の
点
数
は
据
え
置
き
）
。

医
療
Ｄ
Ｘ
関
連
の

加
算
が
再
編

　

初
診
料
の
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進

体
制
整
備
加
算
」
（
６
～
１１
点
）

及
び
初
・
再
診
料
の
「
医
療
情

報
取
得
加
算
」
（
１
点
）
が
廃

止
さ
れ
、
「
電
子
的
歯
科
診
療

情
報
連
携
体
制
整
備
加
算
」（
初

診
料
算
定
時
は
、
電
子
的
歯
科

診
療
情
報
連
携
体
制
整
備
加
算

１
が
９
点
、
２
が
４
点
。
再
診

料
算
定
時
は
２
点
）
が
新
設
さ

れ
る
。
算
定
す
る
に
あ
た
り
、

施
設
基
準
の
届
出
が
必
要
と
な

る
。
電
子
処
方
箋
の
発
行
体
制

の
有
無
や
、
電
磁
的
な
診
療
情

報
の
共
有
・
活
用
体
制
の
有
無

で
届
出
点
数
が
変
わ
る
。
現
行

の
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加

（
１
面
か
ら
）

　

同
一
建
物
内
１０
人
以
上
１９
人

以
下
、
２０
人
以
上
４９
人
以
下
、

５０
人
以
上
の
点
数
が
新
設
さ

れ
、
複
数
名
訪
問
看
護
・
指
導

加
算
の
場
合
、
１
日
１
回
の
訪

問
看
護
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
３

４
０
点
、
３
０
０
点
、
２
７
０

点
と
な
る
。
訪
問
す
る
回
数
や

職
種
に
よ
っ
て
点
数
が
異
な
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

 D
 to

 P
 w

ith
 N

の

評
価
が
明
確
化

　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
のD

 to P 

w
ith N

の
評
価
が
明
確
化
さ

れ
、
医
師
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
と
同
時
に
患
家
へ
の
訪
問

看
護
が
行
わ
れ
た
際
に
在
宅
患

者
訪
問
看
護
・
指
導
料
が
併
算

定
で
き
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ

た
。
同
時
に
訪
問
看
護
を
行
わ

ず
、
医
師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

を
行
う
際
に
看
護
師
等
が
患
者

と
同
席
の
下
で
診
療
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
の

評
価
と
し
て
、
「
訪
問
看
護
遠

隔
診
療
補
助
料
」
２
６
５
点
が

新
設
さ
れ
る
。
在
宅
で
療
養
し

て
い
る
患
者
又
は
緊
急
に
診
療

を
要
す
る
通
院
が
困
難
な
患
者

が
対
象
だ
。
こ
の
ほ
か
、
看
護

師
が
生
体
検
査
、
注
射
、
処
置

を
行
っ
た
場
合
の
評
価
と
し
て

看
護
師
等
遠
隔
診
療
注
射
実
施

料（
１
日
に
つ
き
１
０
０
点
）
、

看
護
師
等
遠
隔
診
療
検
査
実
施

料
、
看
護
師
等
遠
隔
診
療
処
置

実
施
料
（
い
ず
れ
も
１
種
類
の

場
合

：

１
０
０
点
、
２
種
類

以
上
の
場
合

：

１
５
０
点
）

が
新
設
さ
れ
る
。

急
性
期
の
入
院
基
本

料
が
新
設

　

入
院
で
は
、
入
院
料
に
係
る

通
則
が
改
定
さ
れ
身
体
的
拘
束

最
小
化
に
関
す
る
基
準
が
変
更

さ
れ
る
。
身
体
的
拘
束
最
小
化

の
体
制
に
係
る
基
準
と
身
体
的

拘
束
最
小
化
の
実
績
等
に
係
る

基
準
が
そ
れ
ぞ
れ
求
め
ら
れ
、

両
方
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
入

院
料
か
ら
１
日
に
つ
き
４０
点
、

実
績
等
に
係
る
基
準
の
み
満
た

さ
な
い
場
合
は
１
日
に
つ
き
２０

点
を
減
算
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
２６
年
３
月
３１
日
時
点

で
①
入
院
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
を
届
け
出
て
い
る
、
②
２４
年

３
月
と
比
較
し
て
継
続
的
に
賃

上
げ
を
行
っ
て
い
る
、
③
２６
年

６
月
１
日
以
降
に
新
規
開
設
し

た
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
―
の

い
ず
れ
も
満
た
さ
な
い
場
合
は

入
院
基
本
料
や
特
定
入
院
料
か

ら
所
定
の
点
数
を
減
算
す
る
規

定
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
減
算
す

る
点
数
は
入
院
料
ご
と
に
異
な

り
、
例
え
ば
急
性
期
一
般
入
院

料
１
の
場
合
１
日
に
つ
き
１
２

１
点
を
減
算
す
る
こ
と
と
な

る
。

　

入
院
基
本
料
で
は
一
般
病
棟

入
院
基
本
料
内
に
「
急
性
期
病

院
一
般
入
院
基
本
料
」
、
精
神

病
棟
入
院
基
本
料
内
に
「
急
性

期
病
院
精
神
病
棟
入
院
基
本

料
」
が
新
設
さ
れ
る
。
「
急
性

期
病
院
一
般
入
院
基
本
料
」
は

急
性
期
病
院
Ａ
一
般
入
院
料

（
１
千
９
３
０
点
）
と
急
性
期
病

院
Ｂ
一
般
入
院
料
（
１
千
６
４

３
点
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
７

対
１
、
１０
対
１
の
看
護
職
員
配

置
が
求
め
ら
れ
る
。
求
め
ら
れ

る
平
均
在
院
日
数
も
異
な
り
、

Ａ
は
１６
日
以
内
、
Ｂ
は
２１
日
以

内
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

地
域
包
括
医
療
病
棟
入
院
料
を

届
け
出
て
い
る
と
届
出
が
で
き

ず
、
Ａ
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

入
院
料
又
は
地
域
包
括
ケ
ア
入

院
医
療
管
理
料
を
届
け
出
て
い

る
場
合
も
届
出
が
で
き
な
い
。

算
で
は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

率
の
多
寡
で
算
定
点
数
が
変
わ

る
取
扱
い
と
な
っ
て
い
る
が
、

新
設
の
加
算
で
は
そ
の
取
扱
い

は
無
く
な
っ
て
い
る
。
月
１
回

算
定
可
能
な
点
数
だ
が
、
明
細

書
発
行
体
制
等
加
算
と
の
併
算

定
は
不
可
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
留
意
が
必
要
だ
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料（
Ⅰ
）引
き
上
げ
及

び
歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
支
援
料
の
新
設

　

前
回
改
定
の
「
目
玉
」
の
一

つ
で
あ
っ
た
歯
科
外
来
・
在
宅

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
（
Ⅰ
）

に
つ
い
て
は
対
象
職
種
が
拡
大

さ
れ
、
医
療
機
関
に
勤
務
す
る

全
て
の
職
員
が
対
象
と
な
る
。

さ
ら
に
、
「
医
療
関
係
職
種
の

確
実
な
賃
上
げ
を
更
に
推
進
す

る
た
め
」
と
し
て
倍
増
さ
れ
、

初
診
時
２１
点
・
再
診
時
４
点
、

歯
科
訪
問
診
療
同
一
建
物
居
住

者
以
外
の
場
合
は
２５
点
引
き
上

げ
ら
れ
て
６６
点
に
、
同
一
建
物

居
住
者
の
場
合
は
１
点
引
き
上

げ
ら
れ
て
１１
点
と
な
る
。
な
お
、

継
続
し
て
賃
上
げ
に
係
る
取
り

組
み
を
実
施
し
た
医
療
機
関
に

つ
い
て
は
さ
ら
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
（
表
３
）
。
ま
た
、
同
点

数
は
来
年
（
２７
年
）
６
月
か
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
２
倍
に
相
当
す
る

点
数
と
な
る
。

　

ま
た
、
「
歯
科
技
工
所
の
歯

科
技
工
士
の
確
実
な
賃
上
げ
を

図
る
観
点
」か
ら
、
歯
科
技
工
所

に
補
綴
物
等
の
製
作
等
の
委
託

を
行
っ
た
際
に
算
定
す
る
、
歯

科
技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
支
援

料
（
１
装
置
に
つ
き
１５
点
）が
新

設
さ
れ
る
。
同
点
数
に
は
施
設

基
準
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
①

歯
科
技
工
士
が
所
属
す
る
歯
科

技
工
所
に
補
綴
物
等
の
製
作
等

の
委
託
を
行
っ
て
い
る
保
険
医

療
機
関
で
あ
る
こ
と
、
②
歯
科

技
工
所
に
勤
務
す
る
歯
科
技
工

士
の
賃
金
の
改
善
に
つ
い
て
十

分
に
支
援
し
て
い
る
こ
と
―
の

２
点
を
い
ず
れ
も
満
た
す
必
要

が
あ
る
。
現
時
点
で
は
、「
賃
金

の
改
善
に
つ
い
て
の
支
援
内

容
」
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
３

月
に
発
出
さ
れ
る
通
知
で
明
ら

か
に
な
る
見
込
み
だ
。な
お
、
同

点
数
に
つ
い
て
も
２７
年
６
月
か

ら
は
１
装
置
に
つ
き
２
倍
相
当

の
３０
点
と
な
る（
表
４
）
。

歯
管
の
引
き
下
げ
と

初
診
月
減
算
規
定
廃
止

　

今
次
改
定
で
影
響
が
大
き
い

項
目
の
一
つ
が
歯
科
疾
患
管
理

料
（
歯
管
）
の
引
き
下
げ
だ
。

歯
管
は
１０
点
引
き
下
げ
ら
れ
て

９０
点
と
な
る
。
た
だ
し
、
初
診

月
の
み
８０
／
１
０
０
と
な
る
減

算
規
定
は
廃
止
さ
れ
る
（
表

５
）
。
長
期
管
理
加
算
に
変
更

は
な
い
。
ま
た
、
「
特
別
な
歯
科

医
学
的
管
理
を
行
っ
た
場
合
」

に
は
特
別
管
理
加
算
と
し
て
８０

点
を
歯
管
に
加
算
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
お
、
同
加
算
点
数

に
は
施
設
基
準
が
設
け
ら
れ

る
。小

機
能
・
口
機
能
の

対
象
患
者
拡
大
と

細
分
化

　

小
児
口
腔
機
能
管
理
料
（
小

機
能
）
は
対
象
患
者
範
囲
が
拡

大
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
小
児
口

腔
機
能
管
理
料
１
・
２
に
分
類

さ
れ
る
。
小
児
口
腔
機
能
管
理

料
１
の
算
定
要
件
は
従
来
の
小

機
能
と
同
様
だ
が
、
３０
点
引
き

上
げ
ら
れ
て
９０
点
と
な
る
（
表

６
）
。
ま
た
、
同
点
数
算
定
対

象
も
従
来
の
小
機
能
と
同
様
に

口
腔
機
能
の
評
価
に
お
い
て
、

「
３
項
目
以
上
に
該
当
す
る
者
」

で
あ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
小
児
口
腔
機
能
管
理
料
２

に
つ
い
て
は
「
口
腔
機
能
の
評

価
に
お
い
て
２
項
目
に
該
当
す

る
者
」
と
な
っ
て
い
る
（
そ
の

他
の
算
定
要
件
は
小
児
口
腔
機

能
管
理
料
１
と
同
様
）。

　

さ
ら
に
、
口
腔
機
能
管
理
料

（
口
機
能
）
も
対
象
患
者
の
範

囲
が
拡
大
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い

口
腔
機
能
管
理
料
１
・
２
に
分

類
さ
れ
る
。
口
腔
機
能
管
理
料

１
の
算
定
要
件
は
従
来
の
口
機

能
と
同
様
だ
が
、
３０
点
引
き
上

げ
ら
れ
て
９０
点
と
な
る
（
表

７
）
。
ま
た
、
同
点
数
の
算
定

対
象
も
従
来
の
口
機
能
と
同
様

に
口
腔
機
能
低
下
の
評
価
項
目

７
項
目
中
３
項
目
以
上
に
該
当

し
つ
つ
、
口
腔
細
菌
定
量
検
査

２
・
咀
嚼
能
力
検
査
１
・
咬
合

圧
検
査
１
・
口
腔
粘
膜
湿
潤
度

検
査
（
新
設
）
・
舌
圧
検
査
の

い
ず
れ
か
一
つ
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
口
腔
機

能
管
理
料
２
に
つ
い
て
は
前
述

の
検
査
の
実
施
は
不
要
と
な
っ

て
い
る
（
そ
の
他
の
算
定
要
件

は
口
腔
機
能
管
理
料
１
と
同

様
）
。
ち
な
み
に
口
腔
細
菌
定

量
検
査
２
・
咀
嚼
能
力
検
査
１
・

咬
合
圧
検
査
１
に
つ
い
て
は
今

次
改
定
で
施
設
基
準
が
撤
廃
さ

れ
る
。

口
腔
機
能
指
導
加
算

が
独
立
し
た
点
数
に

　

前
回
改
定
で
歯
科
衛
生
実
地

指
導
料
（
実
地
指
）
へ
の
加
算

点
数
と
し
て
新
設
さ
れ
た
口
腔

機
能
指
導
加
算
（
＋
１２
点
）
が

独
立
し
て
口
腔
機
能
実
地
指
導

料
４６
点
と
な
る
（
表
８
）
。
算

定
要
件
と
し
て
は
「
口
腔
機
能

の
発
達
不
全
を
有
す
る
患
者
又

は
口
腔
機
能
の
低
下
を
来
し
て

い
る
患
者
に
対
し
て
、
口
腔
機

能
発
達
不
全
症
及
び
口
腔
機
能

低
下
症
の
実
地
指
導
に
係
る
研

修
を
受
講
し
た
歯
科
衛
生
士

が
、
主
治
の
歯
科
医
師
の
指
示

を
受
け
て
口
腔
機
能
に
係
る
指

導
を
行
い
、
か
つ
、
当
該
指
導

内
容
に
係
る
情
報
を
文
書
に
よ

り
提
供
し
た
場
合
に
、
月
１
回

に
限
り
算
定
す
る
」
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
同
点
数
に
は
施

設
基
準
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

①
口
腔
機
能
の
指
導
等
に
係
る

適
切
な
研
修
を
受
け
た
歯
科
衛

生
士
が
１
名
以
上
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
②
歯
科
衛
生
士
が

口
腔
機
能
の
指
導
を
行
う
た
め

の
設
備
及
び
体
制
を
有
し
て
い

る
こ
と
―
の
２
点
を
い
ず
れ
も

満
た
す
必
要
が
あ
る
。

（
４
面
に
続
く
）

～26年5月31日 26年6月1日～26年6月1日～

初診料 267点 272点

再診料 58点 59点

表1

26年6月1日～26年6月1日～
27年5月31日27年5月31日 27年6月1日～27年6月1日～

【新】歯科外来
物価対応料

初診時 3点 6点

再診時 1点 2点

表2

表3

～26年5月31日
26年6月1日 ～26年6月1日 ～
27年5月31日27年5月31日

27年6月1日～27年6月1日～

歯科外来・
在宅ベース
アップ評価料

（Ⅰ）
※ 継続して賃上げに
係る取り組みを実
施した医療機関

初診時 10点 21点（※31点） 42点（※52点）

再診時 2点 4点（※6点） 8点（※10点）

歯科訪問診療
同一建物居住者以外

41点 66点（※107点）
132点

（※173点）

歯科訪問診療
同一建物居住者

10点 11点（※21点） 22点（※32点）

表4

26年6月1日26年6月1日
～27年5月31日～27年5月31日

27年6月1日～27年6月1日～

【新】歯科技工所
ベースアップ支援料
（1装置につき）

15点 30点

表5

～26年5月31日 26年6月1日～26年6月1日～

歯管（初診月） 80点
90点

歯管（再診月） 100点

表6

～26年5月31日 26年6月1日～26年6月1日～

小児口腔機能
管理料

（小機能）
60点 【新】小児口腔機能管理料1

（3項目以上該当） 90点

【新】小児口腔機能管理料2
（2項目該当） 50点

表7

～26年5月31日 26年6月1日～26年6月1日～

口腔機能
管理料

（口機能）
60点 【新】口腔機能管理料1

（舌圧検査等を実施）
90点

【新】口腔機能管理料2 50点

表8

～26年5月31日 26年6月1日～26年6月1日～

口腔機能指導加算
（実地指への加算）

(施設基準無し)
＋12点

【新】口腔機能
実地指導料

（施設基準有り）
46点

入
院
入
院
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こ
と
」
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。

施
設
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

医
療
機
関
（
在
宅
療
養
支
援
歯

科
診
療
所
１
・
２
や
在
宅
療
養

支
援
歯
科
病
院
は
除
く
）
が
歯

科
訪
問
診
療
４
・
５
を
算
定
す

る
際
に
は
所
定
点
数
の
５０
／
１

０
０
で
の
算
定
と
な
る
の
で
注

意
が
必
要
だ
。

Ｓ
Ｐ
Ｔ
と
Ｐ
重
防
が

統
合
さ
れ
て
歯
周
病

継
続
支
援
治
療
に
再
編

　

「
全
身
の
健
康
に
繋
が
る
歯

周
病
の
安
定
期
治
療
及
び
重
症

化
予
防
治
療
を
継
続
的
・
効
果

的
に
推
進
す
る
観
点
」
か
ら
、

歯
周
病
安
定
期
治
療
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）

及
び
歯
周
病
重
症
化
予
防
治
療

（
Ｐ
重
防
）
が
統
合
さ
れ
て
歯

周
病
継
続
支
援
治
療
に
再
編
さ

れ
る
。

　

算
定
要
件
は
「
一
連
の
歯
周

病
治
療
終
了
後
、
継
続
支
援
が

必
要
な
患
者
に
対
し
、
歯
周
組

織
の
状
態
維
持
又
は
重
症
化
予

防
を
目
的
と
し
、
プ
ラ
ー
ク
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
、
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
、

Ｓ
Ｒ
Ｐ
、
咬
合
調
整
、
機
械
的

歯
面
清
掃
等
の
継
続
的
な
治
療

を
開
始
し
た
場
合
、
月
１
回
算

定
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
点
数

は
２０
歯
以
上
は
Ｓ
Ｐ
Ｔ
同
様
３

５
０
点
、
１０
歯
以
上
２０
歯
未
満

は
Ｐ
重
防
同
様
２
０
０
点
、
１

歯
以
上
１０
歯
未
満
は
１
７
０
点

と
な
る
（
表
１０
）
。
な
お
、
算

定
頻
度
に
つ
い
て
は
Ｓ
Ｐ
Ｔ
と

同
様
で
２
回
目
以
降
は
前
回
実

施
月
の
３
カ
月
目
以
降
に
月
１

回
に
限
り
算
定
す
る
（
た
だ
し
、

治
療
間
隔
の
短
縮
が
必
要
と
さ

れ
る
場
合
や
口
管
強
届
出
医
療

機
関
の
場
合
、
そ
の
限
り
で
は

な
い
の
は
Ｓ
Ｐ
Ｔ
と
同
様

だ
）
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
へ
の
加
算
点

数
で
あ
る
歯
周
病
ハ
イ
リ
ス
ク

患
者
加
算
に
つ
い
て
は
重
症
化

予
防
連
携
強
化
加
算
に
名
称
変

更
さ
れ
、
か
つ
２０
点
引
き
上
げ

ら
れ
て
１
０
０
点
と
な
る
（
歯

周
病
継
続
支
援
治
療
へ
の
加
算

点
数
）（
表
１１
）
。

　

算
定
要
件
に
は
「
主
治
医
に

対
し
て
歯
科
診
療
の
情
報
の
提

供
を
行
う
こ
と
」
が
新
た
に
追

加
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

歯
科
技
工
士
連
携
加

算
の
施
設
基
準
見
直
し

　

前
回
改
定
で
導
入
さ
れ
た
歯

科
技
工
士
連
携
加
算
は
▽
前
装

Ｍ
Ｃ
・
前
装
Ｔ
ｉ
Ｃ
・
前
歯
部

の
歯
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
単
冠
）
の
印
象

採
得
時
に
１
回
の
み
、
▽
６
歯

以
上
の
ブ
リ
ッ
ジ
、
９
歯
以
上

の
部
分
床
義
歯
・
総
義
歯
の
咬

合
採
得
時
に
１
回
の
み
、
▽
９

歯
以
上
の
部
分
床
義
歯
・
総
義

歯
の
咬
合
採
得
ま
た
は
仮
床
試

適
時
に
１
回
の
み
―
算
定
で
き

る
点
数
と
な
っ
て
い
る
（
施
設

基
準
あ
り
）
（
表
１２
）
。
今
次
改

定
で
同
点
数
は
、
同
一
の
補
綴

物
製
作
に
あ
た
り
補
綴
時
診
断

料
算
定
時
に
も
算
定
可
能
と
な

る
。
一
連
の
診
療
に
お
い
て
別

項
目
に
規
定
さ
れ
る
歯
科
技
工

士
連
携
加
算
と
の
併
算
定
（
同

日
の
場
合
を
除
く
）
が
可
能
。

な
お
、
同
点
数
に
は
従
来
の
施

設
基
準
に
、
①
歯
科
技
工
士
の

負
担
軽
減
及
び
処
遇
の
改
善
に

資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
②
連
携
体
制
に
関
す

る
事
項
等
に
つ
い
て
、
保
険
医

療
機
関
の
見
や
す
い
場
所
に
掲

示
し
て
い
る
こ
と
―
の
２
点
が

追
加
さ
れ
る
（
表
１３
）
。

歯
Ｃ
Ａ
Ｄ
等
の「
咬
合

支
持
要
件
」
撤
廃
と

歯
科
治
療
デ
ジ
タ
ル
化

推
進

　

前
回
改
定
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
（
歯
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
と
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
（
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ｉ
ｎ
）
の
算
定
要
件
に
導
入
さ

れ
た
「
咬
合
支
持
要
件
」
が
撤

廃
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
材
料
（
Ⅲ
）

に
つ
い
て
は
、
歯
科
医
師
の
判

断
に
よ
り
咬
合
支
持
の
有
無
に

関
係
な
く
全
て
の
大
臼
歯
（
６
・

７
・
８
番
）
に
適
用
と
な
る
。

加
え
て
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｉ
ｎ
の
技
術
料

（
１
歯
に
つ
き
）
が
２０
点
引
き

上
げ
ら
れ
て
７
７
０
点
と
な
る

（
表
１４
上
）
。
ま
た
、
前
回
改
定

で
導
入
さ
れ
た
光
学
印
象
の
対

象
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｉ
ｎ
の
み
だ
っ
た

が
歯
Ｃ
Ａ
Ｄ
も
対
象
と
な
り
、

か
つ
、
同
点
数
は
５０
点
引
き
上

げ
ら
れ
て
１
５
０
点
と
な
る

（
表
１４
下
）
。

　

ま
た
、
昨
年
（
２５
年
）
１２
月

の
期
中
改
定
で
導
入
さ
れ
た
３

次
元
プ
リ
ン
ト
有
床
義
歯
（
３

Ｄ
Ｆ
Ｄ
）
が
今
次
改
定
で
改
め

て
評
価
さ
れ
る
。
現
状
で
は
、

総
義
歯
を
準
用
し
た
点
数
が
４

０
０
０
点
（
技
術
料
）
に
設
定

さ
れ
る
（
表
１５
）
。

◇

　

厚
労
省
に
よ
る
と
、
正
式
な

告
示
は
３
月
５
日
に
発
出
予

定
。
厚
労
省
に
よ
る
説
明
動
画

も
同
日
に
公
表
さ
れ
る
予
定

だ
。
今
後
、
詳
細
な
算
定
要
件

を
示
し
た
留
意
事
項
通
知
は
３

月
中
旬
発
出
に
な
る
見
込
み
。

～26年5月31日 26年6月1日～26年6月1日～

歯周病ハイリスク
患者加算

＋80点 【新】重症化予防連携強化加算 ＋100点

表11

表12
～26年5月31日

前装MC・前装TiC
前歯部の歯CAD（単冠）

【歯科技工士連携加算】
印象採得時に算定

6歯以上のブリッジ
9歯以上の

部分床義歯・総義歯

【歯科技工士連携加算】
咬合採得時に算定

9歯以上の
部分床義歯・総義歯

【歯科技工士連携加算】
咬合採得または仮床試適時

表13

26年6月1日～26年6月1日～

高強度硬質レジンブリッジ
チタンブリッジ（新設）
3次元プリント有床義歯

【歯科技工士連携加算】
補綴時診断時

前歯部の歯冠補綴物又はブリッジ
【歯科技工士連携加算】

印象採得時

歯CAD・CADIｎ　
【歯科技工士連携加算】

光学印象時

6歯以上のブリッジ
9歯以上の部分床義歯

総義歯
口蓋補綴・顎補綴

【歯科技工士連携加算】
咬合採得時

9歯以上の部分床義歯・総義歯
【歯科技工士連携加算】

仮床試適時

表14

～26年
5月31日

26年26年
6月1日～6月1日～

CADIｎ
（技術料）

750点 770点

～26年
5月31日

26年26年
6月1日～6月1日～

光学印象
100点

（CADInのみ）
150点

（CADIn・歯CAD）

表15
～26年
5月31日

26年26年
6月1日～6月1日～

3DFD（技術料）
2,420点

（総義歯点数準用）
4,000点

（
３
面
か
ら
）

歯
援
診
等
の
訪
問
診

療
時
の
加
算
点
数
が

新
設
、
歯
科
訪
問
診

療
４
・
５
に
施
設
基

準
導
入

　

「
在
宅
で
療
養
す
る
患
者
に

対
す
る
歯
科
訪
問
診
療
の
内
容

を
充
実
さ
せ
る
観
点
」
か
ら
、

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所

（
歯
援
診
）
及
び
在
宅
療
養
支
援

歯
科
病
院
が
歯
科
訪
問
診
療
１

を
実
施
し
た
場
合
の
加
算
点
数

が
新
設
さ
れ
る（
表
９
）
。

　

ま
た
、
歯
科
訪
問
診
療
１
～

５
に
つ
い
て
は
点
数
自
体
の
増

減
は
無
い
も
の
の
、
歯
科
訪
問

診
療
４
（
１０
～
１９
人
）
・
５

（
２０
人
以
上
）
に
施
設
基
準
が

導
入
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
①

歯
科
訪
問
診
療
料
１
又
は
歯
科

訪
問
診
療
料
２
を
行
っ
て
い
る

こ
と
、②
当
該
地
域
に
お
い
て
、

保
険
医
療
機
関
、
介
護
・
福
祉

施
設
等
と
連
携
し
て
い
る
こ
と

―
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
つ

つ
、「
歯
科
訪
問
診
療
が
適
切

に
実
施
で
き
る
体
制
を
有
す
る

表10

～26年5月31日 26年6月1日～26年6月1日～

歯周病
安定期治療
（ＳＰＴ）

1歯以上
10歯未満

200点

【新】歯周病
継続支援治療

1歯以上

10歯未満
170点

10歯以上

20歯未満
250点

20歯以上 350点
10歯以上

20歯未満
200点

歯周病
重症化
予防治療

（Ｐ重防）

1歯以上
10歯未満

150点

10歯以上
20歯未満

200点
20歯以上 350点

20歯以上 300点

表9

26年6月1日～26年6月1日～

【新】在宅療養支援歯科診療所加算1
（歯科訪問診療1への加算）

＋100点

【新】在宅療養支援歯科診療所加算2
（歯科訪問診療1への加算）

＋50点

【新】在宅療養支援歯科病院加算
（歯科訪問診療1への加算）

＋100点

【確定申告対策講習会】

令和7年分 青色申告決算書

作成の留意点

講師： 

　　税理士 渡邊 由美子氏

　　税理士 古閑 千枝氏

【歯科臨床研究会】

口腔内スキャナー（IOS）による

デジタル歯科の現状と未来

―歯科教育のデジタル化の現状―

講師：   神奈川歯科大学

　　　口腔デジタルサイエンス学分野

　　　主任教授 星 憲幸氏

無料動画配信を協会Ｈ
ホームページ

Ｐ「いい医療ドットコム」にて行っています（右QRコード）。ぜひご視聴ください！ 
＊下記は一例です。一部コンテンツの視聴には会員限定のパスワードが必要です。ご存じでない方は ℡ 045-313-2111まで。

【医療問題研究会】

今後の医療と医療政策を俯瞰的に考える

―参政党と高市早苗自民党新総裁の

医療政策にも触れながら―

　　講師： 日本福祉大学

　　　　  名誉教授 二木 立氏

【臨床懇話会】

診療所における救急対応について

講師：   東海大学医学部付属病院

　　　高度救命救急センター

　　　救命救急科　　　本多 ゆみえ氏
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Ｅ
Ｕ
Ｍ
に
て
燃
料
に
関
す
る
動

画
を
み
て
Ｃ
Ｏ
２
に
配
慮
し
た

環
境
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
勉
強
に
な
り
興
味
が

出
て
き
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
が
実
質
ゼ
ロ

で
、
水
素
で
発
電
を
行
う
柏
崎

水
素
パ
ー
ク
は
水
素
発
電
で
の

実
証
事
業
が
今
後
行
な
わ
れ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の

水
素
パ
ー
ク
は
国
内
初
の
実
証

で
私
の
訪
問
は
２
０
２
５
年
１０

月
１６
日
で
１１
月
２１
日
に
開
所
式

が
あ
り
将
来
、
市
内
の
家
庭
２

２
０
０
世
帯
に
電
力
供
給
予
定

と
の
事
で
す
。
ま
さ
に
地
産
地

消
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ

Ｘ
が
持
つ
近
隣
の
ガ
ス
田
の
天

然
ガ
ス
を
原
料
に
水

素
を
製
造
し
、
水
素

で
発
電
を
す
る
。
水

素
を
作
る
過
程
で
発

生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
は
地

中
に
。
こ
の
水
素
に

窒
素
を
加
え
れ
ば
、

ア
ン
モ
ニ
ア
も
製
造

で
き
る
そ
う
で
す
。

水
素
を
つ
く
る
過
程

で
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２

を
地
下
に
回
収
す
る

技
術
を
採
用
し
実
質

天
然
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
要
衝
の
よ
う
で
す
。

天
然
ガ
ス
が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

輸
送
さ
れ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
２４

時
間
体
制
で
監
視
を
し
厳
重
に

管
理
し
て
い
る
事
が
わ
か
り
ま

し
た
。
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ

Ｍ
Ｕ
Ｓ

　

国
内
初
の
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
設
を
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
会

社
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
会
社
見
学
に

何
と
２
％
の
抽
選
確
率
に
当
た

り
、
新
潟
県
上
越
市
直
江
津
Ｌ

Ｎ
Ｇ
基
地
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
直
江
津
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
は
、

INPEXの制服にて記念撮影

Ｃ
Ｏ
２
排
出
は
実
質
ゼ
ロ
。
こ

う
し
た
水
素
は
ブ
ル
ー
水
素
、

ア
ン
モ
ニ
ア
は
ブ
ル
ー
ア
ン
モ

ニ
ア
と
呼
ば
れ
、
実
証
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
つ
の
目
的
が
Ｃ
Ｏ

２
を
大
気
に
発
生
さ
せ
な
い
こ

と
を
後
か
ら
知
り
ま
し
た
。
柏

崎
水
素
パ
ー
ク
で
は
、
地
上
の

設
備
か
ら
つ
な
が
っ
て
い
る
パ

イ
プ
を
通
り
、
地
下
２
６
０
０

ｍ
ま
で
Ｃ
Ｏ
２
を
圧
入
し
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
の
中
で
、
水
素
も
地
元
で

作
り
そ
の
過
程
で
発
生
す
る
Ｃ

Ｏ
２
を
地
下
に
圧
入
し
大
気
中

に
Ｃ
Ｏ
２
を
発
生
し
な
い
で
発

電
ま
で
新
潟
の
地
元
で
完
結
し

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
で

す
。
し
か
も
環
境
に
や
さ
し
い

こ
の
水
素
発
電
は
、
今
後
安
全

で
こ
の
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
明

る
い
未
来
を
築
く
こ
と
に
繋
が

り
人
々
の
日
常
生
活
を
支
え
、

日
本
の
発
電
に
お
け
る
主
流
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
、
大
事
な

事
業
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

大
和
市
　

大
和
市
　
小
柳
　
光
仁

小
柳
　
光
仁

環
境
に
や
さ
し
い
水
素
発
電

環
境
に
や
さ
し
い
水
素
発
電

で
、
心
身
の
健
康
状
態
に
つ
い

て
紙
面
で
回
答
さ
せ
る
こ
と
が

有
用
で
あ
る
等
、
現
場
で
す
ぐ

に
使
え
る
知
識
を
紹
介
し
た
。

　

第
２
回
は
「
労
働
時
間
・
休

憩
時
間
、
休
日
・
休
憩
」
と
題

し
、
従
業
員
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も

多
い
分
野
の
た
め
、
労
働
基
準

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
内
容
を

再
確
認
し
た
。
労
働
時
間
の
管

理
の
基
本
は
、
「
経
営
者
自
ら

の
現
認
と
客
観
性
」
の
２
点
が

重
要
、
と
説
い
た
。

　

第
３
回
は
「
賃
金
」
の
考
え

方
に
つ
い
て
紹
介
。
こ
の
分
野

も
計
算
間
違
い
に
よ
り
従
業
か

ら
の
信
頼
を
損
な
う
ケ
ー
ス
が

散
見
さ
れ
る
た
め
、
経
営
者
側

が
し
っ
か
り
と
管
理
・
計
算
す

る
必
要
性
を
説
い
た
。

　

第
４
回
は
「
安
全
衛
生
・
健

康
管
理
、
労
働
保
険
・
社
会
保

険
、
女
性
に
関
す
る
特
別
規
制
、

育
児
・
介
護
休
業
制
度
」
を
テ

ー
マ
に
、
各
制
度
に
つ
い
て
説

明
。
特
に
育
児
・
介
護
休
業
制

度
は
法
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
反
面
、
給
付
内
容
が
複
雑
化

し
て
い
る
と
し
た
。
離
職
防
止

に
個
別
周
知
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
が
、
折
に
触
れ
た
ア
ナ

ウ
ン
ス
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

　

第
５
回
は
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

退
職
・
解
雇
―
労
働
契
約
の
終

了
」
に
関
し
て
解
説
。
事
業
主
が

対
応
す
べ
き
も
の
は
セ
ク
ハ

ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
で
あ

る
と
し
、
近
い
う
ち
に
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
ペ
イ
シ

ェ
ン
ト
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
に
つ

い
て
も
義
務
が
生
じ
る
可
能
性

に
言
及
。
ま
た
解
雇
の
ハ
ー
ド

ル
は
か
な
り
高
い
た
め
、
で
き

る
だ
け
合
意
解
約
（
退
職
勧
奨
）

で
双
方
が
納
得
す
る
形
で
終
結

す
る
こ
と
が
肝
要
と
説
い
た
。

　

第
６
回
「
懲
戒
、
就
業
規
則
の

意
義
と
記
載
事
項
」
で
は
、
就
業

規
則
の
服
務
規
律
の
重
要
性
を

説
い
た
。
規
律
は
従
業
員
が
勤

務
す
る
に
あ
た
り
遵
守
す
べ
き

事
項
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
載
さ

れ
て
い
な
い
内
容
に
つ
い
て
の

指
導
や
処
分
を
下
す
こ
と
は
難

し
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。
従

業
員
に
は
採
用
時
に
必
ず
読
ん

で
も
ら
い
、
ル
ー
ル
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
が
ト
ラ
ブ
ル
防

止
の
観
点
か
ら
も
重
要
と
説
い

た
。
参
加
者
か
ら
は
実
務
に
即

し
た
悩
み
や
質
問
が
多
数
挙
げ

ら
れ
、
講
師
に
よ
る
丁
寧
な
解

説
と
回
答
が
好
評
を
博
し
た
。

　

税
対
経
営
部
は
昨
年
１２
月
４

日
～
今
年
１
月
２２
日
に
か
け

て
、
医
療
機
関
で
求
め
ら
れ
る

労
務
知
識
を
基
礎
か
ら
学
ぶ

「
労
務
管
理
基
礎
講
座
」
（
全
６

回
）
を
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ

併
用
で
開
催
し
、
延
べ
１１
名
が

参
加
し
た
。

　

講
師
は
特
定
社
会
保
険
労
務

士
の
川
口
史
敏
氏
が
務
め
、
第

１
回
で
は
労
働
基
準
法
が
「
必

ず
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
労

働
条
件
の
最
低
基
準
」
で
あ
る

こ
と
に
触
れ
、
労
働
契
約
の
基

本
原
則
等
を
詳
細
に
解
説
し

た
。
ま
た
近
年
は
、
新
規
採
用

後
す
ぐ
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

問
題
で
休
職
す
る
ケ
ー
ス
も
増

加
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
そ

の
対
策
と
し
て
、
採
用
面
接
時

に
任
意
性
を
必
ず
担
保
し
た
上

講師の川口氏

経営と生活を支える共済制度のご案経営と生活を支える共済制度のご案内内
4月から二大共済制度の申込期間が始まります　4月から二大共済制度の申込期間が始まります　まだ加入されていない先生はぜひご検討ください！まだ加入されていない先生はぜひご検討ください！

シンプルな保障で割安な保険料を実現シンプルな保障で割安な保険料を実現

　より多くの先生方に共済制度で“リスク”に備えていただくために、会員の先生方

に制度のご案内を行っております。当会では1月5日～3月15日を冬普及期間、4月1日

～6月15日を春普及期間と位置づけ、この期間は協会事務局だけでなく、受託保険会

社の営業職員と共に活動しています。

　診療の合間に事務局や保険会社の職員がお伺いすることもございますが、何卒温か

くお迎えいただき、説明をお聞きいただければ幸いです。

・ 保険会社の職員が案内を行う場合は、各社からの推薦と協会の

研修を受けた選抜職員のみ参加いたします。なお、選抜職員は

当会発行の「登録証明証」を必ず携帯しております。

・ 普及期間中は保険医協会の共済制度のみご案内いたします。特

定の会社の商品を案内することはございません。

グループ生命保険

*1：年齢により保障金額の限度額が異なります。詳細はパンフレットをご覧ください。
*2：配当金は引受保険会社の前年度決算等により決定するため、配当金額は確定しておりません。

保険医による保険医のための休業保障保険医による保険医のための休業保障

　傷病による休業時に加入口数と休業日数に応じて給付金をお支払いします（1

口当たり：入院1日8千円、自宅療養〈免責3日〉1日6千円）。

　保険料は加入時のまま満期まで上がらず、若いうちに加入するほど保険料を抑

えることができます。例えば30日間入院した場合、8口加入していれば最大で192

万円の給付を受けることができます。

　休業時の給付金以外にも、加入年数に応じた“脱退給付金”や加入者に万一の

ことがあった際には指定の受取人に“弔慰給付金”が支払われます。

　保険医協会（休保共済会）が実施する会員のための制度のため、もしものとき

は加入者を手厚くサポートします。

休業保障保険

＊：告知書を元に加入審査を行います。また、勤務形態等によって加入口数に制限がございます。
＊：加入日現在で59歳6カ月未満の方がお申込可能です。59歳6カ月を超える方は「所得補償保険」をご検討ください。

引退後の生活資金に備えましょう 急な資金需要にも対応可能！引退後の生活資金に備えましょう 急な資金需要にも対応可能！

保険医年金は毎月1万円から始められる積立制度です。1口50万円の一時払で一気に

積み増すことも可能です。

予定利率は1.225%1.225%、老後資金はもちろん、急な資金需要の際には積立金の一部を
部分解約することもできます *1。 積立も受取も自由度が高く、働き方が多様な「保

険医のための制度」です。

　既に資金運用をされている先生は、分散投資の堅実枠としてもおすすめです。1968

年の発足以来、積立額が削減されたことはありません。安心・安全な保険医年金をぜひ

ご検討ください。

保険医年金

*1： 月払では約4年0カ月、一時払では約2年0カ月以内に中途解約した場合、受取金額が払込掛金額を下回りま
す（2026年2月25日時点）。

各共済制度の詳細はパンフレットをご確認ください。
資料請求・お申込希望の方は共済部（TEL:045-313-2111）
までお電話ください。右のQRコードからメールでのお問
合せも可能です。

【随時お申込受付中】

次回2026年8月1日加入
（お申込期間:4月1日～5月25日）

次回2026年9月1日加入
（お申込期間:4月1日～6月15日）

① 最高保障金額は6,000万円！① 最高保障金額は6,000万円！
② 共済制度ならではの割安な保険料！② 共済制度ならではの割安な保険料！
③ 剰余金が生じた場合は“配当金”として還元!③ 剰余金が生じた場合は“配当金”として還元!

会員からの投稿を随時募集しています！文字数は800字程度。会員からの投稿を随時募集しています！文字数は800字程度。

ご不明点は新聞部まで（ご不明点は新聞部まで（℡℡  045‐313‐2111 045‐313‐2111 FAXFAX 045-313-2113）。 045-313-2113）。

メールアドレス ： kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jpメールアドレス ： kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jp

※内容によっては加筆 ・ 修正をお願いすることがございますことをご了承ください。※内容によっては加筆 ・ 修正をお願いすることがございますことをご了承ください。

「新聞投稿」募集中!「新聞投稿」募集中!

　

本
講
座
で
使
用
し
た
テ
キ
ス

ト
『
医
院
経
営
と
雇
用
管
理
２

０
２
５
』
（
３
年
に
一
度
改
訂
）

は
、
最
新
の
労
務
情
報
を
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
で
き
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た

だ
き
た
い
。
テ
キ
ス
ト
の
購
入

希
望
は
当
会
・
税
対
経
営
部

（
℡

：

０
４
５-

３
１
３-
２
１

１
１
）
ま
で
。



　

人
生
を
大
き
く
変
え
る
瞬
間

と
い
う
も
の
が
誰
に
で
も
あ
る

も
の
だ
。
そ
れ
を
深
く
考
え
さ

せ
て
く
れ
た
の
が
こ
の
映
画
で

あ
る
。
パ
リ
で
長
年
、
タ
ク
シ

ー
の
運
転
手
を
す
る
シ
ャ
ル
ル

は
、
薄
給
、
家
庭
内
の
ス
ト
レ

ス
、
免
停
寸
前
と
い
う
三
重
苦

に
悩
ま
さ
れ
、
常
に
苛
立
っ
て

い
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
シ
ャ
ル
ル

は
92
歳
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
と
い
う

マ
ダ
ム
か
ら
パ
リ
の
反
対
側
に

あ
る
介
護
施
設
ま
で
の
遠
距
離

走
行
を
頼
ま
れ
た
。
途
中
、
マ

ド
レ
ー
ヌ
は
パ
リ
市
内
の
思
い

出
の
場
所
に
寄
り
道
し
て
く
れ

な
い
か
と
頼
む
の
だ
っ
た
。
最

初
は
面
倒
く
さ
い
と
仏
頂
面
だ

っ
た
シ
ャ
ル
ル
だ
っ
た
が
、
彼

女
が
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
語
り
か

け
る
身
の
上
話
に
次
第
に
引
き

込
ま
れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
、
今

で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
女

性
蔑
視
の
世
の
中
で
、
母
と
し

て
、
女
性
と
し
て
必
死
に
生
き

抜
い
て
き
た
言
語
に
絶
す
る
体

験
話
だ
っ
た
。
パ
リ
市
内
の
端

か
ら
端
ま
で
走
る
う
ち
に
シ
ャ

ル
ル
は
、
自
分
の
悩
み
の
幼
稚

限
ら
れ
た
空
間
で
の

絶
妙
な
会
話
が
…

横
浜
市
金
沢
区　

関
口　

武
三
郎

『パリタクシー』
DVD：5,280円（税込）
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２
㎝
以
上
の
大
腸
ポ
リ
ー
プ
切
除

短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
１
は
？

医
科  

今
月
の
査
定
、
返
戻
相
談
事
例

（
Ｑ
）
イ
ン
ス
リ
ン
を
自
己
注

射
し
て
い
る
患
者
に
マ
ン
ジ
ャ

ロ
を
導
入
し
、
導
入
初
期
加
算

を
３
月
間
算
定
し
た
と
こ
ろ
、

１
月
分
に
査
定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
導
入
初
期
加
算
は
、
在

宅
自
己
注
射
の
開
始
時
は
３
月

間
の
算
定
が
可
能
で
あ
る
が
、

処
方
変
更
時
の
算
定
は
１
月
が

限
度
で
あ
る
。

（
Ｑ
）
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
行

っ
た
際
に
使
用
し
た
イ
ン
ジ
ゴ

カ
ル
ミ
ン
の
金
額
を
算
定
し
た

と
こ
ろ
、
査
定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
色
素
内
視
鏡
法
を
行
っ

た
際
に
は
粘
膜
点
墨
法
加
算
と

し
て
算
定
し
、
イ
ン
ジ
ゴ
カ
ル

ミ
ン
の
よ
う
な
色
素
の
料
金
は

加
算
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

別
に
算
定
で
き
な
い
。

（
Ｑ
）
２
㎝
以
上
の
大
腸
ポ
リ

ー
プ
の
切
除
を
行
っ
た
際
に
短

さ
に
気
付
か
さ
れ
て
ゆ
く
。
い

つ
し
か
シ
ャ
ル
ル
か
ら
怒
り
が

消
え
失
せ
、
穏
や
か
な
生
き
る

喜
び
を
知
る
の
だ
っ
た
。

　

タ
ク
シ
ー
の
中
と
い
う
極
め

て
限
ら
れ
た
空
間
で
の
絶
妙
な

会
話
で
、
観
客
の
心
を
鷲
づ
か

み
に
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
国

民
的
な
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
、
リ

ー
ヌ
・
ル
ノ
ー
と
『
ミ
ッ
ク
マ

ッ
ク
』
の
ダ
ニ
ー
・
ブ
ー
ン
、

監
督
は
『
戦
場
の
ア
リ
ア
』
の

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
カ
リ
オ
ン
で

あ
る
。

　

な
お
、
同
映
画
は
『
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
タ
ク
シ
ー
』
と
し
て
山
田

洋
次
に
よ
っ
て
リ
メ
イ
ク
さ

れ
、
倍
賞
千
恵
子
と
木
村
拓
哉

共
演
で
現
在
上
映
さ
れ
て
い

る
。
こ
ち
ら
は
、
山
田
洋
次
監

督
ら
し
く
、
寅
さ
ん
で
は
「
さ

く
ら
」
を
演
じ
た
倍
賞
千
恵
子

の
役
名
が
「
す
み
れ
」、
タ
ク

シ
ー
運
転
手
の
木
村
拓
哉
と
の

最
初
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
が
、

柴
又
帝
釈
天
前
と
い
う
の
も
粋

な
設
定
で
あ
る
。
す
み
れ
の
若

い
時
を
演
じ
る
蒼
井
優
も
熱
演

で
、
こ
ち
ら
も
併
せ
て
鑑
賞
す

る
こ
と
を
ぜ
ひ
お
薦
め
す
る
。

期
滞
在
手
術
等
基
本
料
１
の
算

定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
返
戻
さ

れ
た
。

（
Ａ
）
短
期
滞
在
手
術
等
基
本

料
１
を
算
定
で
き
る
対
象
手
術

が
決
ま
っ
て
お
り
、
内
視
鏡
的

大
腸
ポ
リ
ー
プ
・
粘
膜
切
除
術

は
２
㎝
未
満
の
み
が
対
象
の
た

め
。

（
Ｑ
）
８
、
９
月
分
の
傷
病
手

当
金
意
見
書
を
10
月
に
記
載
し

交
付
し
て
算
定
し
、
摘
要
欄
に

交
付
対
象
と
な
っ
た
８
月
の
日

付
を
記
載
し
た
と
こ
ろ
、
８
月

の
レ
セ
プ
ト
で
請
求
す
る
べ
き

で
あ
る
と
返
戻
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
傷
病
手
当
金
意
見
書
交

付
料
は
、
摘
要
欄
に
交
付
年
月

日
を
記
載
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
交
付
し
た
10
月
の

日
付
を
記
載
し
、
再
請
求
を
行

う
。

※
査
定
事
由

Ａ
：
療
養
担
当
規
則
等
に
照
ら

し
、
医
学
的
に
保
険
診
療

上
適
応
と
な
ら
な
い
も
の

Ｂ
：
療
養
担
当
規
則
等
に
照
ら

し
、
医
学
的
に
保
険
診
療

上
過
剰
・
重
複
と
な
る
も

の

Ｃ
：
療
養
担
当
規
則
等
に
照
ら

し
、
Ａ
・
Ｂ
以
外
で
医
学

的
に
保
険
診
療
上
適
当
で

な
い
も
の

Ｄ
：
告
示
・
通
知
の
算
定
要
件

に
合
致
し
て
い
な
い
と
認

め
ら
れ
る
も
の

※
協
会
に
査
定
（
減
点
）
内
容

に
関
す
る
ご
相
談
の
際
に

は
、
増
減
点
連
絡
書
を
お
手

元
に
ご
用
意
の
上
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

3月2日　
～3月6日

３
月
２
日
（
月
）

医
療
問
題
研
究
会
19
時
30
分
。

３
月
３
日
（
火
）

　

公
害
環
境
対
策
部
会
19
時
。

３
月
４
日
（
水
）

地
域
医
療
対
策
部
会
19
時
30

分
。

３
月
５
日
（
木
）

横
浜
支
部
研
究
会
10
時
。
歯

科
臨
床
研
究
会
19
時
。
組
織

部
会
19
時
。

３
月
６
日
（
金
）

新
聞
編
集
会
議
19
時
。
保
険

診
療
対
策
部
会
20
時
。

【
医
科
】

（
Ｑ
）同
月
に
在
宅
自
己
注
射
指

導
管
理
料
と
在
宅
持
続
陽
圧
呼

吸
療
法
指
導
管
理
料
を
併
算
定

で
き
ま
す
か
？

（
Ａ
）で
き
ま
せ
ん
。
在
宅
療
養

指
導
管
理
料
に
規
定
す
る
在
宅

療
養
指
導
管
理
の
う
ち
２
以
上

の
指
導
管
理
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
主
た
る
指
導
管
理
料
の

み
を
算
定
し
ま
す
。
た
だ
し
在

宅
療
養
指
導
管
理
材
料
加
算
や

使
用
し
た
薬
剤
等
の
費
用
は
そ

れ
ぞ
れ
算
定
で
き
ま
す
。

【
歯
科
】

（
Ｑ
）当
院
は
労
災
指
定
医
療
機

関
で
は
な
い
の
で
す
が
、
労
災

で
負
傷
し
た
患
者
を
治
療
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
労
災
非

指
定
医
療
機
関
で
も
治
療
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。

（
Ａ
）労
災
非
指
定
医
療
機
関
で

も
治
療
可
能
で
す
。
治
療
費
は

い
っ
た
ん
窓
口
で
患
者
か
ら
全

額「
自
費
」で
支
払
い
を
受
け
、

後
日
患
者
が
管
轄
の
労
働
基
準

監
督
署
へ
申
請
す
れ
ば
還
付
さ

れ
ま
す
。
自
費
の
た
め
料
金
設

定
は
医
療
機
関
の
判
断
に
よ
り

ま
す
が
、
労
働
基
準
監
督
署
か

ら
患
者
へ
還
付
さ
れ
る
の
は

「
労
災
診
療
費
算
定
基
準
」
の

範
囲
な
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

○医
宮
尾　

直
彦
氏

（
川
崎
市
中
原
区
）

　

２
０
２
４
年
９
月
19
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。享
年
77
歳
。

○医
林　

博
俊
氏（

相
模
原
市
南
区
）

　

２
０
２
５
年
11
月
22
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。享
年
78
歳
。

○歯
美
田　

秀
幸
氏

（
横
浜
市
鶴
見
区
）

　

２
０
２
６
年
１
月
25
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。享
年
65
歳
。

　

な
お
、「
労
災
診
療
費
算
定

基
準
」
で
は
初
診
料
３
千
８
５

０
円
、
再
診
料
１
千
４
２
０
円

と
さ
れ
て
お
り
、
労
災
診
療
費

は
健
康
保
険
法
の
歯
科
診
療
報

酬
点
数
表
の
点
数
を
も
と
に
労

災
診
療
単
価
（
１
点
１２
円
）
を

乗
じ
た
金
額
で
す
。
ま
た
、
労

災
保
険
が
適
用
さ
れ
る
治
療
は

原
則
健
康
保
険
に
準
じ
て
い
る

た
め
、
消
費
税
は
通
常
非
課
税

で
す
。
治
療
に
あ
た
っ
て
は
厚

労
省
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｐ
の
「
労
災
診
療

費
算
定
基
準
」
を
参
照
の
上
、

事
前
に
労
働
基
準
監
督
署
に
も

相
談
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

訃　

報

　組織部は1月29日、「接遇マ
ナー講習会」を協会会議室で開
催。講師は好印象マナー講師の
和田舞氏が務め、30名が参加
した。
　氏は冒頭、「接客」と「接遇」
の違いを説明。「接客」は失礼
のないように対応することであ
る一方で、「接
遇」は相手に安
心感や満足感を
与えることであ
ると強調した。
また、参加者2
人１組となって
ディスカッションや場面別ロールプレイングを実
施し、接遇や第一印象の重要性を解説。さらに接
遇の５原則として、①挨拶、②表情、③身だしな
み、④態度、⑤言葉遣い―を挙げた。
　質疑応答では、参加者から「『患者さん』と言う
べきか？『患者様』と言うべきか？」との質問が
寄せられた。氏は「患者と医院スタッフは対等の
関係であるべき。その観点から考えると『患者さ
ん』で良いので
はないか」と答
えた。

接遇マナー講習会接遇マナー講習会
接遇は相手に安心感や接遇は相手に安心感や
満足感を与えるもの満足感を与えるもの

講師の和田氏

第
32
期
第
12
回
理
事
会　

２
月
12
日
（
木
）

〈
役
員
29
名
、出
席
26
名（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
９
名
）〉

【
議
長
報
告
】

26
年
度
診
療
報
酬
点
数
の

発
表
を
明
日
に
控
え
て
、
事

前
に
公
表
さ
れ
た
個
別
改
定

項
目
（
短
冊
）
を
も
と
に
、

議
論
を
行
っ
た
。
診
療
報
酬

の
ア
ッ
プ
分
の
大
半
は
、
物

価
高
騰
を
踏
ま
え
た
物
価
対

応
限
定
の
点
数
新
設
で
あ

り
、
仕
入
れ
や
経
費
に
よ
っ

て
帳
消
し
に
な
っ
て
し
ま

う
。
実
質
の
診
療
報
酬
は
こ

の
20
数
年
変
わ
ら
な
い
、

微
々
た
る
ア
ッ
プ
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
等
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　

帝
国
Ｄデ
ー
タ
バ
ン
ク

Ｂ
が
こ
の
ほ

ど
公
表
し
た
倒
産
・
休
廃
業

解
散
動
向
調
査
に
よ
る
と
、

25
年
の
医
療
機
関
倒
産
は
66

件
で
過
去
最
多
、
休
廃
業
・

解
散
も
過
去
最
多
の
８
２
３

件
と
24
年
度
を
上
回
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
、
こ
の
程

度
の
対
応
で
は
医
療
機
関
数

が
減
っ
て
し
ま
い
、
地
域
医

療
に
大
き
な
穴
が
開
い
て
し

ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。　

　

２
月
８
日
に
投
開
票
さ
れ

た
衆
院
選
で
は
、
与
党
単
独

で
２
／
３
以
上
の
議
席
を
占

め
る
に
至
っ
た
理
由
は
何
な

の
か
、
今
後
ど
の
よ
う
に
協

会
運
動
を
行
っ
て
い
く
の
か

議
論
を
行
っ
た
。

（
議
長
・
鈴
木
○医
）

保険医新聞
バックナンバーあります
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して治療を行います。初診のときに〈図〉を

見せて、片頭痛の症状を説明し、頭痛発生1

時間以内に内服して2時間以内に効く効果的

な頓挫薬（トリプタンやジタン）を探索し、

さらに片頭痛サイクルにブレーキをかける効

果的な予防薬の探索を行います。さらに誘発

因子・増悪因子対策を行うとともに慢性化因

子対策も行います。

　片頭痛では頓挫薬（鎮痛薬）の飲み過ぎで

｢薬剤の使用過多による頭痛（薬物乱用頭痛

：medication-overuse headache：MOH）｣ を

来し慢性化することがよく知られています

が、一方で十分な治療をしないことで｢薬剤

の使用過少による頭痛（ medication-underuse 

headache：MUH）｣を来して慢性化することも

あります。

　頭痛に打ち勝つための技 全集中“頭痛退散

の呼吸”壱ノ型 ｢いらいらしない｣、弐ノ型｢ほ

っとしすぎない｣、参ノ型｢寝不足・寝過ぎを

避ける｣、肆ノ型｢肩の凝らない生活｣、伍ノ

型｢痛み止めは必要な分だけ｣と患者さんに伝

えるとともに、ストライクゾーンの生活をし

てストライクゾーンの治療をしなければなり

ませんとも話をしながら治療を続けます。

4．国際頭痛学会のポジションステートメント

　「片頭痛予防のためのより高い基準の設定」

という国際頭痛学会のポジションステートメ

ントが2025年2月に出されました2）。片頭痛は、

有病率が高く（全世界に10億人以上）、生活の

質と生産性に重大な影響を与える神経疾患の

一つであり、多大な社会的コストの要因とな

っています。 

 （8面に続く）

一般社団法人熊本県保険医協会  会長

済生会熊本病院脳卒中センター  特別顧問 橋本　洋一郎氏

1．片頭痛サイクル

　片頭痛では、予兆（頭痛発作の48時間前く

らいから出現）、前兆（一部患者さんで出現、

多くは60分未満に消失）、頭痛（4～72時間）、

後発症状という発作を繰り返します。発作間

欠期にも多くの症状があり、片頭痛サイクル1)

と表現されています〈図〉。片頭痛は、診断

するバイオマーカーがなく、国際頭痛分類第

Ⅲ版の診断基準に従って診断します。

2．HIT-6とMIBS-4

　片頭痛の重症度や障害を判定するバイオマ

ーカーもなく、six-item Headache Impact test

（HIT-6、6項目頭痛影響テスト）、Migraine 

Disability Assessment Scale（MIDAS、 片 頭

痛能力低下評価スケール）、Migraine Specific

Quality of Life Questionnaire（MSQ、片頭痛

特異的生活の質質問票）などの検証済みの質

問票を頭痛日誌とともに使用して評価しま

す。現場では簡単に患者さんがつけることが

できるHIT-6や発作間欠期の重症度評価のMI

BS-4が 便 利 で、HIT-6が50点 以 上、MIBS-4

が3点以上で予防療法を行ったほうがよいと

されています。

3．片頭痛の治療戦略

　生活習慣の修正と非薬物療法（頭痛体操、認

知行動療法）とともに、頓挫薬と予防薬を活用

片頭痛は慢性の神経疾患
全身の病気

〈図〉片頭痛サイクル

誘発因子・増悪因子対策



７．抗CGRP抗体の活用

　ガルカネズマブ（エムガルティ®）、フレマネ

ズマブ（アジョビ®）、エレヌマブ（アイモビー

グ®）などの抗CGRP抗体の登場で片頭痛診療

が激変しました。高額な薬剤ではありますが、

片頭痛患者さんの人生を変えてあげることが

できますので、ロメリジン（ミグシス®）、アミ

トリプチリン（トリプタノール®）、プロプラ

ノロール（インデラル®）、バルプロ酸（デパ

ケン®）などの従来予防でうまくいかない、

あるいは使えない場合、導入を検討します。

特に精神疾患を合併している場合は、早めに

導入します。改善すれば中止も可能な薬剤で

す。

〈文献〉

1） Vincent M, Viktrup L, Nicholson RA, et al: 

The not so hidden impact of interictal burd-

en in migraine: a narrative review. Front 

Neurol 2022 Nov 3;13:1032103.

2） Sacco S, Ashina M, Diner HC, et al: Setting 

higher standards for migraine prevention: 

A position statement of the International

Headache Society. Cephalalgia 2025, 45(2): 

1-11

6．治療中の片頭痛負担の目標設定

　片頭痛予防の目標として以下が設定されま

した。

（7面から） 本ステートメントでは、片頭痛フ

リー、または片頭痛もしくは中等度／重度の

頭痛の発症日数の大幅な減少といった最適な

結果を目指した野心的な治療目標を設定する

ことで、片頭痛予防の水準を向上させること

を提唱しています。

1） 月間片頭痛日数（MMD）≥4日、あるいは

消耗させるような片頭痛日数≥2日／月

2） 仕事、教育または家族としての責任に影

響を与えるかなりの能力低下または機能

障害

3） 急性期治療薬の頻繁な使用

4） 急性期治療による緩和不足または耐え難

い副作用

の4つの要素のうち少なくとも1つを満たして

いれば予防治療を開始します。

5．片頭痛日の定義

　片頭痛予防は、片頭痛発作の頻度、重症度、

持続時間、そして全体的な負担を軽減し、生

活の質を向上させることを目的としていま

す。予防療法は、片頭痛の急性期治療薬（頓

挫薬）への依存を軽減し、薬剤の使用過多に

よる頭痛（薬物乱用頭痛）の予防に役立ちます。

　HISは目標を評価するために以下の3つの片

頭痛日の定義を決めています。

片頭痛フリーは、患者がほぼ疾患フリーの

理想的な結果です。発作間欠期の負担からの

解放も含まれます。

最適コントロールは、片頭痛からの解放と

いう目標と片頭痛予防の有効性に対するより

現実的な期待との間の妥協点です。

中等度のコントロールは、特に治療前に高

頻度反復性片頭痛（月10～14日の頭痛）また

は慢性片頭痛（月14日を超える頭痛）であっ

た人にとって、有意な改善を示す可能性があ

ります。

コントロール不十分では、片頭痛は大きな

負担となり、急性期治療薬の頻繁な使用が必

要になる場合があります。この結果は、現在

の予防法では片頭痛の負担を適切に管理して

おらず、臨床医は、現在服用している予防薬

の変更、別の薬への切り替え、またはコント

ロール改善のためのアプローチの組み合わせ

などにより治療を調整することを検討する必

要があります。

1）以下の基準（a）+（b）を満たす頭痛の日

a.  4つの特徴のうち2つ以上に該当する：片

側性、拍動性、中等度から重度の痛み、日

常的な身体活動によって悪化するか、また

は日常的な身体活動を避ける原因となる

b.   頭痛中に次の1つ以上が現れる：吐き気お

よび／または嘔吐、光過敏、音過敏

2） 5～60分間持続する（視覚的な）前兆がある日

3） 片頭痛特異性の急性片頭痛薬または通常有

効な急性片頭痛薬を服用する頭痛のある日

1） 片頭痛フリー：片頭痛または中等度から

重度の頭痛の日が、理想的には3カ月間

を超えて完全になくなる。

2） 最適コントロール：急性期治療に対する

満足のいく反応（服用後2時間以内に痛み

がなくなる）があり、片頭痛または中等度

から重度の頭痛が3カ月間、月4日未満で

ある。

3） 中等度のコントロール：月4～6日の片頭

痛または中等度から重度の頭痛がある。

4） コントロール不十分：片頭痛または中等

度から重度の頭痛が月に6日を超えて続く。

（毎月３回５の日発行）神 奈 川 県 保 険 医 新 聞
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第642回　月例研究会

肺気腫への気管支鏡下肺容量減量術、血痰・喀血への気管支動脈塞栓術・

気管支鏡的充填術などのインターベンション治療を中心に、新しい吸入療法

や、間質性肺炎の診断など、最新の選択肢についてご講演いただきます。

と　き 3月19日（木）  午後7時30分～

ところ 協会会議室・WEB併用

テーマ「よくみる呼吸器疾患の最新の治療
～肺気腫に気管支鏡治療？？他いろいろ始まっています～」

講　師　 神奈川県立循環器呼吸器病センター

　　　  呼吸器内科 部長　萩原　恵里氏

参加方法 ①か②いずれか
　　　　　　①協会会議室：定員120名
　　　　　　②WEB参加：右記QRコード
　　　　　　　もしくは協会HPよりお申込み
※日医生涯教育講座CC「79（気管支喘息・COPD）」1.5単位
【医籍番号の入力について（10面下《重要》参照）】

研究会案内
（お申込みは研究部まで TEL 045-313-2111）

◆アーカイブ配信のご案内◆
　本講演は、後日アーカイブ配信を予定しております。動画は、講演終了後、順次、神奈川県保険医協会ホー
ムページ（いい医療ドットコム）内の「KANAHOI TV［動画配信］」に掲載いたします。視聴には、ユーザー
名とパスワードが必要となります。
※掲載までにお時間を頂戴する場合がございますが、ご了承のほど宜しくお願いいたします。
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※ 会場でのご質問は質問用紙にて承ります。会場利用時間の観点から、当日会場での個別質問についてはご遠慮いただきますようお願いいたします。

※定員に達した場合、ご参加をお断りさせていただく場合がございます。ご了承ください。

※会場に駐車場はございません。お車でご来場される場合は、近隣のコインパーキングをご利用ください。

「新点数研究会」開催のご案内「新点数研究会」開催のご案内
　本年6月1日に診療報酬点数の改定が施行されます。今回改定は、「本体部分（賃上げ分等を含む）」はプラス3.09％、「薬

価等」はマイナス0.87％、全体では2.22％と近年にないプラス改定となりました。しかし、改定率には幾重にも枷や要件

が課されています。保険診療対策部（医科）では、6月施行に先立ち、新点数に関する解説や影響などを含めた「第一次

新点数研究会」を4月に開催いたします。 　主催：神奈川県保険医協会  ℡：045-313-2111

診療報酬

2020

改定
診療報酬

2020

改定
20262026

今回も6月1日に改定が実施されます

医　科 研究会で使用する改定テキスト『点数表改定のポイント』は、事前に医療機関へ郵送にてお届けいたします。

入院：午後2時30分～4時（開場：午後2時）／  外来：午後5時～7時（開場：午後4時30分）

4月16日（木）4月16日（木）

関内ホール（大ホール）

（定員1,038名）
※後日、ホームページでの配信も予定しています

※後日、ホームページでの配信も予定しています

【お申込み方法】　①か②いずれかの方法でお申込みください。

　　　　　　　　　①右記QRコードから医療機関単位でお申込みください。お申込み開始は、3月2日（月）からとなります。

　　　　　　　　　②QRコードからのお申込みが難しい場合には保険診療対策部までお電話でお申込みください。※お申込み〆切 4月3日（金）

【参加にあたって】　4月14日（火）頃までに会員の先生方にお送りする改定テキスト『点数表改定のポイント』が“受講票”代わりとな

　　　　　　　　っております。研究会の当日は、上記「改定テキスト」を必ずご持参ください。　　　　　　　　　

　　　　　　　　※複数名でご参加し、改定テキストが追加で必要な場合は、会場にて1部4,000円（予定価格）で販売いたします。

歯　科
　全ての歯科会員にお届けする改定テキスト『2026年改定の要点と解説』を必ずご持参ください（詳しくは3月以降ご

案内いたします）。

医科 開催日 地区 会場 開催時間

第二次

新点数研究会
（疑義解釈等の解説含む）

5月20日 （水） 湘南会場 茅ヶ崎市民文化会館（外来） 19:30～21:30

5月21日 （木） 横浜会場 関内ホール（外来） 14:30～16:30

5月27日 （水） 県央会場 海老名市文化会館（外来） 14:00～16:00

開催日 地区 会場 開催時間

5月14日 （木） 相模原会場 相模女子大学グリーンホール 19:00～21:00

5月19日 （火） 湘南会場 茅ヶ崎市民文化会館 19:00～21:00

5月22日 （金） 川崎会場 中原市民館 19:00～20:50

5月24日 （日） 横浜会場 関内ホール 19:00～21:00

第一次新点数研究会
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研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※
《
重
要
》
神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、
日
医
生
涯
教
育
講
座
（
Ｃ
Ｃ
）
の
単

位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、
①
性
別
、
②
医
籍
登
録
番
号
、
③
（
医
師
会
会
員

の
場
合
は
）
所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す
（
２５
年
４
月
よ
り

変
更
）。
未
入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、
単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い

か
ね
ま
す
）。
な
お
、
会
場
参
加
の
場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記

載
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
で
単
位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
参
加
時
間

が
単
位
取
得
に
影
響
し
ま
す
の
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ご
参
加
下
さ
い
。

4月5日(日)午前10時45分～午後2時45分（予定）

石
垣
山
一
夜
城
ハ
イ
キ
ン
グ

　

豊
臣
秀
吉
の
「
石
垣
山
一
夜
城
」
を
訪
れ
ま
す
。
バ
ス

で
登
山
し
、
み
か
ん
畑
を
３
キ
ロ
ほ
ど
で
下
山
す
る
ハ
イ

キ
ン
グ
で
す
。
利
用
す
る
回
遊
バ
ス
「
う
め
ま
る
号
」
と

城
跡
で
、
小
田
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
よ
る
観
光
案
内

が
あ
り
ま
す
。
西
の
丸
で
昼
食
後
、
尾
根
道
を
海
ま
で
下

り
、
小
田
原
港
か
ら
再
び
「
う
め
ま
る
号
」
に
乗
車
し
、

駅
へ
と
戻
り
ま
す
。
駅
に
着
き
ま
し
た
ら
「
ミ
ナ
カ
小
田

原
」
展
望
デ
ッ
キ
で
午
後
３
時
頃
に
解
散
し
ま
す
。
希
望

者
に
は
小
田
原
グ
ル
メ
懇
親
会
も
ご
ざ
い
ま
す
。

集
合
場
所

Ｊ
Ｒ「
小
田
原
駅
」改
札
口
正
面

　
　
　

（
観
光
案
内
所
前
）

解
散
場
所

ミ
ナ
カ
小
田
原
１４
階

展
望
デ
ッ
キ

参
加
費
　
無
料
（
乗
車
券
・
懇
親
会
費
は
除
く
）

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

定
　
員
　
２０
名

行
　
程
　（
一
部
抜
粋
・
途
中
ト
イ
レ
休
憩
あ
り
）

　
　
　
　
小
田
原
宿
観
光
回
遊
バ
ス
「
う
め
ま
る
号
」
乗

車
～
一
夜
城
歴
史
公
園
～
西
曲
輪
跡
（
昼
食
）

～
桜
と
海
・
み
か
ん
畑
の
下
り
坂
～
小
田
原
ち

ょ
う
ち
ん
灯
台
～
ミ
ナ
カ
小
田
原
展
望
デ
ッ
キ

で
解
散
～
懇
親
会
「
小
田
原
産

朝
ど
れ
地
魚

湘
南
大
衆
横
丁
」
※
希
望
者
の
み

〈
持
ち
物
〉「
う
め
ま
る
号
」
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券
代
６
０

０
円
、
昼
食
お
弁
当
（
小
田
原
駅
で
お
求
め

い
た
だ
け
ま
す
）、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

※（
希
望
者
の
み
、
午
後
３
時
１５
分
～
）
懇
親
会
に
ご
参

加
の
場
合
は
、
１
人
に
つ
き
５
千
円
程
度
を
ご
準
備
く

だ
さ
い
。

※
雨
天
中
止
で
す
。
中
止
の
場
合
は
、４
月
３
日（
金
）に
、

個
別
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
（
お
申
込
み
の
際
、

携
帯
電
話
等
の
ご
連
絡
先
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
）。

※
相
模
原
支
部
会
員
以
外
の
先
生
方
で
も
、
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

お
申
込
み
　
相
模
原
支
部

3月11日(水)午後7時30分～ 3月2日(月)午後7時30分～

共

済

セ

ミ

ナ

ー

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
引
退
後
の
〝
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
〟
を

安
心
し
て
迎
え
る
た
め
に
、
必
要
な
資
金
か
ら
資
金
準
備

の
た
め
の
資
産
運
用
の
基
本
、
さ
ら
に
は
引
退
後
に
必
要

な
保
険
・
不
要
な
保
険
の
話
ま
で
、
経
験
豊
富
な
講
師
が

解
説
し
ま
す
。
「
自
分
に
は
ま
だ
先
の
話
」
と
感
じ
ら
れ

て
い
る
先
生
に
も
「
今
だ
か
ら
こ
そ
準
備
で
き
る
こ
と
」

が
見
つ
か
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
よ
り
自
分
ら
し
く
歩
む
た
め
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

―
医
師
の
た
め
の
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
に
向
け
た
準
備
の
話
―
」

講
　
師
　
大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

１
級
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能
士

山
川　

明
訓
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
ご
希
望
の
方
は
後
日
、
講
師
と
の
無
料
個
別
相
談
も
可

能
で
す
。

※
会
員
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
動
画
公
開
は
講
演
後
２
週
間

限
定
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
申
込
み
　
共
済
部

医

療

問

題

研

究

会

　

社
会
保
険
方
式
で
あ
る
日
本
の
医
療
制
度
は
１
０
０
年

以
上
前
か
ら
整
備
さ
れ
て
き
た
。
昨
今
、
「
日
本
の
医
療

は
岐
路
に
立
っ
て
い
る
」
と
物
知
り
顔
で
喧
伝
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
わ
ざ
わ
ざ
言
わ
れ
る
ま
で

も
な
く
医
療
制
度
はsocial choice

だ
。
我
々
の
医
療
制

度
が
何
を
前
提
と
し
、
ど
の
よ
う
な
問
い
に
、
ど
う
答
え

て
今
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
直
す
必
要
が
あ

る
。
我
々
のsocial choice

を
我
々
自
身
が
忘
れ
て
し
ま

っ
て
は
こ
の
制
度
の
持
続
可
能
性
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
諸

外
国
と
の
比
較
の
中
で
、
我
々
自
身
の
選
択
を
知
ろ
う
、

そ
し
て
と
も
に
考
え
よ
う
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
知
ろ
う
、
と
も
に
考
え
よ

う
、so

c
ial

c
h
o
ic
e

と

し
て
の
医
療
」

講
　
師
　
日
本
医
師
会
総
合
政
策
研
究
機
構

主
席
研
究
員

森
井　

大
一
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
政
策
部

3月17日(火)午後7時15分～ 3月14日(土)午後6時～

新

漢

方

研

究

会

～
漢
方
薬
を
学
ぼ
う
～

　

本
講
演
で
は
、
呼
吸
器
感
染
症
に
関
連
し
た
諸
症
状
に

使
え
る
漢
方
薬
に
つ
い
て
、
新
井
信
先
生
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
す
。
鑑
別
処
方
や
代
表
的
な
典
型
例
を
交
え
て
臨

床
に
役
立
つ
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し
し
ま
す
。
本
講
演
を
ぜ

ひ
、
患
者
さ
ん
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
呼
吸
器
感
染
症
に
使
え
る

漢
方
薬
」

講
　
師
　
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
・
東
海
大
学
医
学
部

　
　
　
　
客
員
教
授

新
井　

信
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ
「
８３
（
相
補
・
代
替
医
療
〈
漢

方
医
療
を
含
む
〉）」
１
・
５
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

※
後
日
の
動
画
配
信
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

共
　
催
　
神
奈
川
県
保
険
医
協
会
／
㈱
ツ
ム
ラ

お
申
込
み
　
研
究
部

臨

床

懇

話

会

　

良
い
内
視
鏡
写
真
と
は
ど
ん
な
写
真
か
、
写
真
を
撮
る

際
に
意
識
す
べ
き
こ
と
を
再
確
認
し
、
胃
癌
診
断
の
た
め

に
は
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
状
況
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
、
あ
る
程
度
の
頻
度
で
胃
癌
が
見
落
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「『
胃
内
視
鏡
検
査
の
診
方
』

―
誰
も
が
理
解
で
き
る
写

真
の
撮
り
方
と
胃
癌
早
期

発
見
の
た
め
に
―
」

講
　
師
　
上
大
岡
Ｔ
Ｍ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
院
長

髙
橋　

徹
也
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：
定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ
「
５３
（
腹
痛
）」
１
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

4月2日(木)午後7時～ 3月23日(月)午後7時30分～

歯

科

臨

床

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
歯
科
用
ジ
ル
コ
ニ
ア
の

進
化
と
臨
床
活
用
ポ
イ

ン
ト
」

講
　
師
　
愛
知
学
院
大
学

歯
学
部
歯
科
理
工
学
講
座

　
　
　
　
非
常
勤
講
師
（
教
授
級
）

伴　

清
治
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
講
演
予
定
で
す
。

※
本
研
究
会
は
講
師
か
ら
の
申
出
に
よ
り
、
神
奈
川
県
保

険
医
協
会
以
外
の
他
都
道
府
県
の
協
会
会
員
の
先
生
方

は
参
加
不
可
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

倫

理

講

習

会

　

現
在
本
邦
で
臨
床
研
究
を
行
う
上
で
、
遵
守
す
べ
き
指

針
・
法
律
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
多
く
の
場
合
、

臨
床
研
究
は
日
常
診
療
を
行
う
医
療
機
関
で
行
わ
れ
る
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
本
邦
に
お
け
る
臨
床
研
究
の
種
類
と
、

研
究
倫
理
に
つ
い
て
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
概
説
す
る
。
中

で
も
日
常
診
療
と
臨
床
研
究
の
相
違
や
、
し
ば
し
ば
混
同

し
や
す
い
介
入
・
観
察
の
判
断
に
つ
い
て
も
解
説
し
、
議

論
を
深
め
た
い
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
診
療
と
臨
床
研
究

―
安
全
に
行
う
た
め
に
―
」

講
　
師
　
横
浜
市
立
大
学
大
学
院

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
科

ヘ
ル
ス
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

田
野
島　

玲
大
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
本
講
習
会
は
、
指
針
上
で
も
定
め
ら
れ
る
「
研
究
者
等

の
た
め
の
研
修
」
と
し
て
開
催
し
、
倫
理
審
査
な
ど
を

受
け
る
際
に
必
要
と
な
る
修
了
証
を
参
加
者
に
発
行
い

た
し
ま
す
（
後
日
郵
送
）。
開
業
医
発
の
臨
床
研
究
を

検
討
さ
れ
て
い
る
先
生
方
は
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
学
術
部
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